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失恋したら、新しい恋がやってきました。




～アパレル系社長の一途でミダラな執愛～









［著者］桐野りの

［イラスト］上原た壱
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一話　勘違い人生












　勘違いの多い人生だった。

　自分に気があるのかな、と思っていた男の子が、友達狙いだった、なんてことはしょっちゅう。仲良しだと信じていたクラスメイトに、実はかなり嫌われていた、なんてことさえあった。

　広告代理店のプランナーになってからは、案件にちっとも恵まれなかった。

　それなのに、ずっと希望を持ち続けていた。

　いい加減に気がつくべきだった。

　自分には、未来を読む才能が決定的に欠けているっていうことを。

　それどころか、今、「この瞬間」を把握する能力すら、ないってことを。

（だけど、今回はよっぽどかも……まさしく、天国から地獄に真っ逆さま……）

　秋山あきやま梢こずえ。齢二十五歳。

　今まさに、ジェットコースターのような、感情の起伏を味わっている。

　七月の昼下がり。三十分前に出されたアイスコーヒーは、手付かずで氷が溶けかけていた。

　日曜日の喫茶店には、軽快なレゲエ音楽が流れている。

　真夏へと向かう季節にぴったりの素敵な曲だ。しかしこれからは、思い出すたびに泣けてくる、トラウマ曲になるだろう。

「ごめん、俺、この人と付き合ってる。本当にごめん」

　梢の同僚かつ恋人である高倉たかくらは、真っ青な顔でテーブルに頭を擦りつけていた。

　衝撃的なことが起きた時、人はかえって冷静になるのかもしれない。

（この人のこんな顔、初めてかも……三年間付き合ったのに）

　梢は心の中で、そんなことを思っていた。

　高倉の横には白いワンピース姿の女性がいて、目頭に花柄のハンカチを当てていた。

　梢の勤める広告会社は、都内の中心部にある高層ビルにテナントを借りている。彼女はそのビルの受付スタッフだ。上田うえださゆりという名前らしい。ほんの数分前、高倉が申し訳なさそうに教えてくれた。

　久しぶりのデートに浮き足立っていた心が、奈落の底へと突き落とされる。

　ここに来て、彼の横に座っている彼女を見た時には、首をかしげた。顔は見知っていたから、すぐに誰だかわかったけれど。たとえ偶然喫茶店で会ったのだとしても、デートに同席させるなんておかしいと思った。

　――そうか。浮気をしてたんだ。

　ここ数ヶ月、ずっと仕事が忙しいって言ってたけど、本当は彼女と会ってたんだ……。

　さゆりは一言も喋らなかった。ただ、高倉の横にいて、ずっと泣き続けていた。

　勤務中、カウンターに座っている時の彼女は、ＣＡ風の制服がよく似合う、笑顔の素敵なスタイリッシュ美女だった。

　しかし目の前にいる彼女からは、華やかなオーラは消え失せていた。

　お化粧がはがれるほど泣いている彼女の様子に、梢はかすかな同情と疑問を覚えた。

（この涙……誰に向けられているんだろう……どうして泣いているんだろう）

　罪悪感から来る涙か、それとも自己憐憫か。

　と、彼女は不意に眉間に皺を寄せ、両手をお腹にあてがった。

　胃でも痛いのだろうか。

　無理もない。ここにいること自体が、さゆりにとって相当なプレッシャーだろうから。

「大丈夫ですか？」

　梢は思わず声をかけた。

　高倉がはっとして、彼女に体を向ける。

　彼女は困ったような顔で彼の顔を見た。梢と顔を合わせてから、彼女はまだ一言も喋っていない。

　高倉が絞りだすような声で梢に伝える。

「彼女は妊娠してるんだ。俺の子供だ」

（え……？　嘘……）

　頭の上に、ガーン、と、重いものが落ちてきたような感じがした。

　カミングアウトを済ませてほっとしたのか、その後の高倉の口は滑らかだった。

　合同コンパに偶然さゆりが来て、そこから付き合いが始まったこと。

　最初はお互いに軽い気持ちで、関係を始めたこと。

　しかし、妊娠したことで、状況が変わった。

　男には責任を取らなきゃならない時がある。

　つらつらと流れるように、高倉の口から出てくる言葉を、梢はなかなか咀嚼できず、相槌すら打てなかった。

　ただ、ひたすら恥ずかしかった。

　ずっとデートの誘いがなかったこと。明らかに暗かった、電話での彼の声色。少し考えてみれば、その時点で察しがつくはずだ。彼の気持ちが冷めたのだと。

　それなのに、プロポーズだと思い込んでいたなんて。

「あなたの存在を知っていたから、何度も別れようと思ったんです。でも……生まれてくる赤ちゃんに罪はないから」

　さゆりがやっと口を開いた。思ったよりしっかりした声だった。

（あ、この人、喜んでる）

　今は泣いているけれど、すぐ収まるに違いない。

　なぜなら彼女は幸せだから。

　結婚というゴールに向かう喜びが、小柄な体からにじみ出ている。

　そんな彼女とは裏腹に……。

「責任を取らなきゃって、俺、思うんだ……」

　今度は高倉が泣き始めた。

　アーモンド型の大きな目から、大粒の涙があふれ、テーブルに水たまりを作っている。

（こんなに泣いちゃって大丈夫なの？　彼女、つらいよ？）

　梢は、ほっとため息をついた。

　彼女の体に芽生えた小さな命。

　それを無下にするなんてできっこない。

　もう潮時だ。自分さえ我慢すれば、全ては丸くおさまるのだ。

　梢は二人の顔を交互に見た。鼻の奥がつん、とするのを必死で堪える。

「説明してくれてありがとう。わかった。二人とも幸せな家庭を作ってね」

　ちゃんと笑顔でいられただろうか。唇が歪んでなかっただろうか。

　高倉とさゆりと、そして赤ちゃん。

　二人と一人の新たな門出。

　高倉にとって既に部外者となった自分は、舞台から粛々と去るのみである。

　それなのに、なぜか立てなかった。ショックが大きすぎたためか、お尻が座面に張り付いて動かない。

「梢」

　元彼の目が大きく見開かれ、また涙があふれている。その顔を見ていると、ぐっとこみ上げてくるものがあった。

　だけど。

　泣いちゃだめ、絶対にだめだ。早くここから出ていかなくちゃ。しかし、やっぱり動けない。

　梢はうつむき、懸命におどけた声をあげた。

「アイスコーヒー飲んで帰ろっかな。二人とも先に帰ってくれない？」

「でも」

　高倉が両肘をテーブルに押しつけ、身を乗り出す。

「お願い」

　梢は真顔で訴えた。高倉の顔がこわばる。

　彼女がハンカチを握りしめ立ち上がった。そして高倉に声をかける。

「帰りましょう」

「あのさ……」

「いいから」

　有無を言わさぬ力強い彼女の声。梢が予想していた通り、涙はすっかり消え失せている。

「……わかった」

　高倉はよろよろと立ち上がり、さゆりに引きずられるようにして去っていく。

　梢は背もたれに体を預けた。重く苦しい数十分だった。

　ふられたというのに、涙も出ない。映画を観た後のように思える。それぐらい、まだ実感がなかった。

　もう少し時が経てば、驚きを押しのけて、悲しさがやってくるのだろうか。感情が動き始めるのだろうか。

　はあっと大きなため息をついた途端、ドアがものすごい勢いで開き、高倉が駆け込んできた。肩が激しく上下している。その真剣すぎる面持ちに、梢は息をのんだ。

「嫌いになったわけじゃない。いや、本当はまだ好きだ。だけど、俺、どうしようもなくて」

「何を言ってるの……？」

　不意打ちすぎて、唖然とした。その態度にショックを受けたのか、高倉が梢の肩を両手で挟み揺さぶった。

「君は……こんな終わり方でいいのか？」

「ちょっと……声が大きい」

　梢は慌てて周囲を見回した。カウンターに座っていた男性が、ちらりとこちらに視線を向ける。

　彼は、梢の目を見ながらすがるように言った。

「まだ……君が好きなんだ。世界で一番好きだ……好きだ」

　青臭いほど真剣めいた眼差しに胸が痛む。

　梢はぐっと唇を噛み締めた。

　……だったら、なぜ浮気をしたの？　なぜ、ここに彼女を連れてきたの。

　……よりを戻す気なんてないくせに。

　彼をなじる言葉が、喉元までこみ上げてくる。

　しかし理性の力で飲み込んだ。

　梢は彼の目を見つめ、静かに告げた。

「さようなら、ほら、彼女が待ってるわよ」

　梢をふったのは高倉のほうなのに、その彼が、よっぽど傷ついたような表情を浮かべている。

「最後まで泣かないんだな」

　そして、静かにこう続けた。

「君、本当に俺のこと好きだった？」

　梢は呆然とした。――なんて意地悪で無意味な質問なんだろう。

　咎めるような視線に気がついたらしく、高倉は顔を赤くするとうつむいた。

「ごめん、俺のほうが悪いのに。さよなら、君の幸せを祈ってる」

　とても辛そうな様子で再び高倉はドアに向かう。不可思議な罪悪感に、梢の胸は大きく軋んだ。










　彼が出ていった後、梢はしばらくまともに息ができなかった。

　鼓動が激しくなり、足ががくがく震え始めていた。

　思いの外ダメージが大きい。

「最後まで泣かないんだな」

　捨て台詞じみた彼の言葉が、頭をぐるぐる回っている。

　本当に、どうして泣かなかったんだろう。自分でも不思議でたまらない。

　悲しいのは事実だ。しかし、取り乱すのは違う気がする。

　この冷静さが彼を傷つけてしまったようだ。

『君、本当に俺のこと好きでいてくれた？』

（好きに決まってる……なぜそんなことを言うの……）

　まるで自分が加害者になったような、罪悪感がこみ上げてくる。

　一言文句を言いたい気がするが、その相手はもういない。

　梢は目の前にあるアイスコーヒーをぼんやりと眺めた。氷はすっかり溶けきっている。

　口にしたらきっと生ぬるい味が広がっていくだろう。

　そんな事を考えていると、突然、新しいアイスコーヒーが運ばれてきた。

「え？」

　顔をあげるとウェイターが体を傾けてこう言った。

「あちらの方がどうぞ、とのことです」

　ウェイターの視線を辿るとカウンター席に座る、白いシャツを着た男の人へとたどりついた。高倉と言い合っていた時、こちらを見ていた人だ。修羅場に同情しておごってくれたのか、それとも、ナンパ目的か。どちらにしてもありがた迷惑だ。内心そっとしておいて欲しかったが、仕方なく頭を下げておく。

「ありがとうございます」

「いや。めったに見られないものを見せてもらったので、そのお礼」

（え……？）

　この声、どこかで聞いたことが……。

　梢は改めて男性の顔を見て……正体がわかると、両眼を見開いた。

　長めの前髪に切れ長の目、端正な顔立ち。間違いなく知っている顔だ。それも、超ど級のビッグネーム。

　来島くるしま敬三けいぞう。会社のテナントが入っている、来島ビルのオーナーである。

　日本を代表する来島財閥の御曹司であり、世界的なファッションデザイナー。梢の会社にとっては、大口のクライアント候補だ。

　パーティで何度か顔を合わせたことがある。いつかは仕事で関わりたいと願っていた相手でもあった。

（ああ……最悪……よりにもよってこの人に、こんな恥ずかしいところを見られるなんて）

　心の中で嘆きながら、梢は腰に力を入れた。

　立ち上がることができてほっとする。

「お世話になっております。先程は失礼いたしました。騒々しくて申し訳ございません」

　来島は無言で梢をじっと見つめていた。近くで見ると作りもののように綺麗な顔だ。

「なぜそこまで気をつかう？」

　切れ長の目の奥にある瞳が、不思議そうに揺れている。梢はぎくっとした。

「あの……そんなにうるさかったでしょうか……？」

「そういうわけじゃなくて」

　来島は長い前髪をかきあげた。

「君に聞きたいことがある。こっちに来いよ」

　来島は長い指先で、とんとんと隣の席の座面を叩いてみせた。

　梢は一瞬躊躇した。

　来島に誘われた。

　ビジネスの面から見れば、これは千載一遇のチャンスだ。

　しかし、かなり気が重い。

　たった今、梢がこてんぱんにふられたことを、この人は知っている。

「でも、お邪魔でしょうから」

「だったら、最初から誘ってない。君と話がしたいんだ」

　やんわりと断る梢に、来島は微笑みながらそう言った。

　仕方なくグラスを持って来島の横に移動する。彼は梢に体を向けた。

　間近で見る彼の目は涼しげで、圧倒的な光り輝くオーラがあった。何を聞かれるのだろうと、梢はごくりと喉を鳴らした。

　もし仕事の話なら、いつまでもめそめそしているわけにはいかないと、梢は気を引き締める。

「悪いが、さっきの話はあらかた聞いた。大変だったな」

「いいえ……ありがとうございます」

「しかし、君の元彼もデリカシーのない男だな。普通別れ話に新しい女を連れてくるか？」

　ずばっとそう切り込まれる。

「確かに……そうですね」

　梢はもらったアイスコーヒーに口をつける。その話は、やめて欲しい、という合図だ。

「どうして奴を引き止めなかった？　彼は君に未練があっただろう。君次第でどうにでもなると思わなかったか？」

　矢継ぎ早の質問が降ってくる。

　梢は自嘲気味に微笑んだ。

（馬鹿だな私……仕事のわけがないじゃない……）

　自分がふられたのはほんの数分前のことだ。

　傷心で情緒不安定だとわかりきっている相手に、仕事のオファーを出すわけがない。

（女心について知りたかったのかな……きっとそうだよね、ファッション業界の人だもの）

　勘違い女、ここに極まれり、だ。しかし、いっそ清々しい。

　梢はまっすぐに来島を見る。

「赤ちゃんができて、幸せいっぱいの人たちに、私が付け入る隙なんてないですよ」

　来島の眉間に寄せられた皺は、ますます深くなる。

「腹は立たないのか？　自分を裏切った男だろう」

「腹は立ちません」

　傷ついただけです、と心の中で付け加える。

「達観しすぎてるな。自分のことを棚にあげて、君を責め立てていたじゃないか。悔しくなかったか？　聞いているこっちがムカついてきた。復讐してやろうと思わないのか」

「復讐だなんて……そんなこと思うわけがありません」

　掛け値なしの本音だ。来島は激しく首を左右にふった。

「なんでだ……自分を踏みつけにした奴は、倍返しにしてやっていい……そうは思わないか？」

「思いません。どちらかというと、鈍感すぎる自分に呆れているところです」

「鈍感……？」

　来島は不思議そうに首をかしげる。

「本当は呼び出された時、プロポーズかと思ってたんです。馬鹿みたいですよね。でも、こういうことって、子供の頃からよくあったんです。良い知らせかと思いきや、絶望的な報告で、天国から地獄へ真っ逆さま。何度もその繰り返しなので、もういい加減慣れました。これからは仕事に生きようと思います。何かありましたら、是非私にお声がけださい。よろしくお願いします」

　梢は一気にそう言うと、おどけた調子で頭を下げる。

　来島は両眼を細め、ポツリとつぶやいた。

「君は優しいんだな」

　どくんと心臓が音を立てる。梢は顔を赤らめながら早口で言った。

「違います。ただ鈍感なだけで……」

「強がるな。傷ついていないわけがない。見てりゃわかる」

　伸びてきた長い指が、梢の前髪をそっと分ける。よく知らない相手からの、突然すぎるスキンシップ。しかし、不思議に嫌悪感はない。

　彼の瞳が梢の視線をとらえた。そしてものすごい吸引力で視線を釘付けにする。

「ちゃんと泣けよ」

　その言葉に、あっけなく心が反応した。

　涙がつーっ、と頬を伝う。悲しさが一気にこみ上げてきた。

「す、す、す、すみません」

　上ずりながら梢は来島に謝った。

「俺のことなんて気にしなくていいから、悲しい時は、ちゃんと悲しめ。でないと、どんどんきつくなるぞ」

　そう言うと来島は、まるで梢を逃がすまい、とでも言う風に手首を握った。

　ウェイターは気を遣ってくれたのか、厨房の奥に引っ込んでいた。カウンター席にいるのは二人だけだ。

　梢はしゃくりあげた。さっきまでの冷静さが嘘のようだった。

　来島の言葉に導かれて、感情を無理やり引きずり出された。それと同時に胸の奥に巣くっていた罪悪感が、消えていくのがわかる。

　思わず言葉が口をついて出た。

「そうか、私ちゃんと悲しめてたんだ。なんだか自分でもびっくりだったんです、思ったほどショックじゃなかったのかな、って……泣かない女って言われましたし、引き止めようとも思わなかったですし……他人の気持ちがわからないって思ってたけど、自分のことさえわからないんじゃ、この先どうやって生きていこうって、自信をすっかりなくしちゃってました……でもよかった。ちゃんと私、悲しんでたんだ」

　そう言った後、梢ははっとした。

「すみません。私ったら何を語っちゃってるんだろう、忘れてください」

「いや。忘れない」

　来島の表情がほころんだ。

　ハンカチが差し出される。

「いえ、持ってますから」

「いいから使え」

「……すみません」

　梢はチンと鼻をかむ。

「鈍感なのは罪じゃないと思うぞ。むしろうらやましい。俺には全くない資質だからな」

　来島はそういうとかすかに顔を天井に向けた。

「まあ、起きた出来事を天国にするも地獄にするのも、その後の自分次第だろう。地獄から這い上がろうと懸命になり、大きな成功を収める人もいくらでもいる。どちらを選ぶかは自分次第だ」

　驚いたことに彼は慰めてくれているらしい。なぜそんな気まぐれを起こしたのかわからないが、見かけのクールさによらず、面倒見の良い人なのかもしれない。たまたま居合わせた悲劇のヒロインに、慰めの手を差し出してくれたのだ。

「ありがとうございます。あ、アイスコーヒーも……」

　再びストローに口をつける。涙が混じって、塩辛い味がする。

「私は……懸命に這い上がって成功を収めたい……見返したいっていう気持ちはないですけど、そういう気持ちなら……持っていたいって思います」

　素直な気持ちを来島に告げる。

「なるほど……ポジティブな方向性だな。ところで君にひとつ提案があるんだが」

　来島は改めて梢に向き直った。

「なんでしょう」

　彼の表情は真剣そのものだ。

　今度こそ仕事の話かもしれない。かすかな期待が胸をよぎる。

「俺と付き合わないか」

　しかし、来島の口から漏れたのは、今度も意外なセリフだった。

　梢は両眼を丸くする。

「え？」

　ぽかんと梢は口を開けた。来島は苦笑しながらこう続ける。

「君は今確実にフリーだ。そしてなんと！　この俺もそうなんだ。これぞ、まさしく運命だろう。断る理由はないよな」

　梢はまじまじと来島を見た。

　その端正な表情からは、どんな感情も読み取ることができない。

　からかわれているのか、遊ばれているのか。

　両方かもしれない。

　それなのに、胸の鼓動は早まっていく。

「返事は？」

　テーブルの上に置いた手のひらに、そっと彼の手が重なった。電流が走ったみたいに、背筋が震える。

「冗談は嫌いです！」

　梢は真っ赤になって叫ぶと、千円札をあたふたとカウンターに置き、喫茶店を飛び出した。

















二話　再会












　翌週、梢がふられたという噂は、社内中に広まった。

　高倉が社長にいきさつを報告したところ、その時の会話を噂好きな社長秘書がばらまいたのだ。

「秋山さん、大丈夫？　落ち込まないでね」

「私たち、あなたの味方だから」

　ＯＬたちに散々慰められ、梢は複雑な気持ちになった。

　彼女たちに悪気はない。しかし、そっとしておいて欲しかった。

『過去を振り返っても仕方がない。地獄から這い上がろうと懸命になり、成功につなげる人もいる』

　最近知ったばかりの言葉が、頭の中に蘇る。

　本当にその通りだと思う。過去を振り返っていても仕方がないのだ。無駄なことにはかまけてられない。そんな余裕など、自分にはない。

（前向きになれたのは、来島さんのおかげだな……）

　梢は心の底から来島に感謝した。

　泣け、と強引に言われた時は戸惑ったが、おかげで頭の中がスッキリした。

　その後、からかわれたと勘違いして、店を飛び出してしまったが、大人げなかったと後悔している。早とちりをしやすいという、いつもの悪癖が出てしまった。

（いつか、ちゃんと謝らなくちゃ）

　同じビルにいるもの同士、今までも何度かすれ違っている。

　せっかく顔見知りになれたのだ。せっかくつながれた縁を手放してしまうのはもったいない。ビジネスにおいても、プライベートにおいても、出会いは得がたい宝だから。

「秋山、ちょっと」

　窓際の席から、課長に手招かれた。意味深な表情に、もしや、高倉のことかと不安がよぎる。

「来島カンパニーの来島社長から、たった今電話があってお前にプロモーションを頼みたいそうだ。指名のオファーだぞ。すごいな。知り合いだったのか？」

　驚きに両目をみはった梢を前に、課長は興奮した口ぶりでそう告げた。

「最近、お話しする機会がありまして」

　夢じゃないだろうかと半分訝しみながらも、梢は弾んだ声でそう答えた。

「なるほど。うまくやったな！　捨てる神あれば、拾う神あり。頑張れよ！」

　課長は、梢の背中をドンと叩く。

「はい。頑張ります！」

　梢は笑顔でそう告げた。心の底から嬉しかったが、それは大口の仕事が取れたからという理由じゃない。

　いつか彼に会ってお礼を言う。

　それは小さな希望だった。

　その時が、こんなに早くやって来たのが奇跡みたいに思えたからだ。






　来島の事務所兼自宅は、ビルの最上階にあった。

　はめ殺しの大窓から、大都会の街並みが見下ろせる、素晴らしい景観。

　同じビルなのに、十四階にある自分たちの会社とは、見える景色が全然違う。

　梢は圧倒されていた。

「いきなり呼びつけてすまない。どうしても君に会いたくて」

　スーツ姿の来島は、正面のソファーで優雅に足を組み、理知的な目で梢を見ていた。

　喫茶店でくつろいでいた時とは、少しだけ雰囲気が違う。

　仕事中だからか、肉食動物のような迫力が、全身から漂っている。

（そうだ。この人は狼に似てる）

　ウェブでプロフィールを検索したところ、職員は雇わず、めったにチームを組まないらしい。

　デザインだけでなく、その他の業務もたった一人で行うという、まさしく一匹狼だ。

（結果を出さなきゃ、振り落とされる。頑張らなくちゃ）

　気持ちが引き締まるような気がした。

　梢は、ビジネスライクな笑顔を浮かべ、話に応じた。

「ありがとうございます。お声がけいただき光栄です。最初にお伺いしたいのですが、私でいいんでしょうか」

「ん？　自信がないのか？」

　来島は首をかしげた。

「いいえ。ですが、経験がありません。チーフを務めたことも、大きな案件を任されたことも。誠心誠意取り組ませていただきますが、来島さんは不安じゃありませんか？　もっとベテランで実績のある者が弊社にはたくさんいます。課長にも釘を刺されてきたんです。そのことを確実に伝えるようにと」

「人を見る目に自信はある。君なら大丈夫だ」

　まっすぐに瞳を見つめられ、喜びがこみ上げる。

「ありがとうございます」

　頭を下げる梢に、来島は微笑みかけてきた。

「俺はめったにチームで仕事をしない。組むとしてもせいぜい三人。少数精鋭がモットーなんだ。この意味、わかるか？」

「はい。私にとっても、弊社にとっても大きなチャンスです」

「決まりだな」

　彼は嬉しそうに微笑むと、さっと片手を差し出してきた。

　素早く腰を浮かせてそれに応じる。暖かい手のひら。

　思いの外強い力で握りこまれ、心臓がきゅっと音を立てる。

「ありがとうございます」

　様々な想いを込めて、そう告げた。

（この間のことはもう言わない……きっと、この人も忘れているし、私も、もう前を向いて歩き出している）










　話し合いの結果、一ヶ月間、梢は来島のオフィスに通い詰めることになった。

　初日の十二時を回った頃、来島は仕事の手を止めると、梢に話しかけてきた。

「もう、いい時間だな。今から食事に行くか」

「あ、そのことなんですが……」

　梢はバックの中から、お弁当を二つ取り出した。

「いつも作ってきてるんです。よかったら、ご一緒しませんか？」

　来島は驚いたように眉根をあげ、しばらく声を発さない。

　梢は不安に駆られた。

　ピンク色のバンダナで包んだ、二段重ねのお弁当は、あまりにもフェミニンで、ゴージャスな部屋の中ではかなり浮いている。

「すみません。厚かましいことを申しまして……」

「いや。嬉しい。もらっていいのか」

「はい。どうぞ」

　お弁当のふたを開けると、来島は身を乗り出した。

「コロッケに煮ものに、おひたしに、おにぎりはそれぞれ形が違う……すごいな。何時間かけて作ったんだ？」

「三十分くらいです……その……昨晩の残りものもありますから」

「三十分……！　そんな短時間でできるものなのか」

　来島は絶句した。明らかに興奮している。どうやら、迷惑ではなかったらしい。

　ほっとしながらも、梢はそんな来島の態度に戸惑いを覚えた。

「いただきます」

　丁寧に両手を合わせた後、来島は弁当に箸をつけた。

「美味い」

　コロッケを一口食べた後、来島は感嘆の声をあげた。

「本当ですか。嬉しいです」

「どれもこれも絶品だ。君は料理上手だな」

「お料理は唯一の趣味なんです。昔からそれ以外に好きなものがなくて」

「そうか……人を幸せにする、とてもいい趣味だ」

　あっという間にお弁当は空になる。来島はしみじみとつぶやいた。

「ごちそうさま。世の中にはこんなに美味いものがあったのか……」

　さすがにそこまで言われると恥ずかしくなり、梢は顔を赤らめた。

「大袈裟です」

「あ、いや、もちろん外食で美味しいものを食べたことはある。しかし、手料理でここまでハイクオリティなものを食べさせてもらったのは初めてだ。本当に美味しかった」

　そう言いながら来島は遠い目をして宙を見た。

「……うちは女系家族なんだが、全員料理が苦手でな。その……食事を作ってもらう、ということに免疫がない……だから、つい興奮してしまった。驚いただろう。悪かったな」

　それであんなに喜んでくれたのか。しかし、意外だ。

「こんなに立派なキッチンがあるのに、本当に作ったことがないんですか？」

　梢は部屋の中央にどんと置かれている、大理石のアイランドキッチンに目を向けた。

「ただの飾りだよ。撮影の時に重宝してる。多少生活感があったほうが、使い勝手がいいんだ。実際は、お湯すら沸かさない。ケトルがあるからな」

　確かにキッチンはピカピカだ。使っていないと聞けば納得である。

「普段の食事はどうされてるんですか」

「ほとんど外食だな」

「栄養不足は気にならないんですか？」

「それなら大丈夫だ。実家にはシェフがいたし、店では野菜中心のメニューを選んでいる」

　なるほど。しかし、さっきのあの食べっぷりを見たら、家庭的な料理に飢えていたことは間違いない気がする。

　いいことを思いつき、梢は改めて来島に向きあった。

「よろしければ、明日からキッチンを使わせていただけませんか？　簡単なものならすぐに作れますから。朝、ワールドマーケットで買いものをしてから、ここに来ます。冷蔵庫も貸してください」

　ワールドマーケットとは、このビルの五階にある、世界中の食材が手に入る店だ。多少高いが、珍しいものが売っているので、以前からよく利用していた。

「……いいのか？」

　来島は信じられない、といったような表情を浮かべている。

「もちろん。包丁や、まな板はありますか？」

「ああ」

　来島は立ち上がると、開き戸を開けた。

「最高級の道具が揃っている。一度も使ってないからピカピカだ」

「見せていただけますか」

　梢は来島の傍らにしゃがみ込むと、長い洋ナイフを手に取った。

「本当だ……私の顔がうつってますね」

　そう言った瞬間、その後ろにいる来島が、じっと自分を見つめているのに気がつく。

　その目がとても色っぽくて、とくんと心臓が跳ねあがる。

（なに、この目つき……？）

　梢は慌ててナイフを鞘に戻すと、他のものを改めた。

　来島の言う通り、鍋やトングなど、一通りのものはある。

「よかった。これで、どんなものでもできそうです」

　ドキドキしながらそう言った。

　来島が自分のことを、熱い眼差しで見つめていたなんて、思い過ごしに違いない。

　何度も自分にそう言い聞かせながら。

「……楽しみだな。ありがとう」

　来島はそう言うと微笑みかけてきた。

　シンメトリーに整った綺麗な笑顔。こんなに美しい笑顔は見たことがない。

　心臓がまた、音を立てる。梢は気づかないふりをした。

　ここには仕事のために来ているのだ。

　彼のフェロモンに、惑わされてはだめだ。

　勘違い女を、絶対に返上してみせる。










　そして一週間ほど経った。






　いつものように、向かい合って手作りの昼食を摂っていると、来島が突然尋ねてきた。

「君には兄弟はいるのか？」

「それは……」

「いや、待て。当てさせろ。長女で年の離れた妹がいる。当たりだろう？　ずいぶんしっかりしているからな。間違いない」

　自信ありげな表情に、梢は思わず笑ってしまった。

「いいえ。一人っ子です。しっかりしてるって言っても、特別なことは何もできないんですよ」

「……毎日ここまで手の込んだ料理を作っておいて、何を言う」

　来島はそう言うが、煮ものや揚げものなど、普通の家庭料理である。ただ、味はそれなりかもしれない。なんせ、料理には年季が入っている。

「家事全般は早いうちに身につけました。でないと、結構大変なことになっていたので。両親が共働きで子供の頃からあまり構ってくれなかったんです。家の中はいつもしっちゃかめっちゃか。食事も適当でした。食いしん坊の私はそれが許せなくて……だから、料理を覚えたようなものです」

「なるほど。自立心旺盛な子供だったんだな」

　来島は感心したように、何度も頷いた。

「来島さんのご兄弟は？」

　梢がそう尋ね返すと、なぜだか来島は苦虫をかみ潰したような表情を浮かべた。

「姉がいる。三人もな」

　一族に関する話題は地雷らしく、来島はますます険しい表情になっていく。

「それは賑やかだったでしょうね」

「賑やかというより、騒がしかった。いや、うるさすぎた。一人っ子が、どれほどうらやましかったかわからない」

「贅沢ですよ」

「君は姉たちを知らないから、そんなことが言えるんだ。三人ともかなりの跳ねっ返りでね。子供の頃から振り回されっぱなしだ」

「そうなんですか？」

　梢は彼の姉を頭の中に浮かべようとした。

　きっと美しい人なのだろう。それぐらいしかイメージが湧かない。出生率が減少している現代で、四人姉弟はかなり珍しいと思う。

「君と姉たちは真逆だ。夏と冬、春と秋、南極と北極、雨と晴れ、海と川……」

　いつまでこの対比は続くのだろう。梢は両眼を丸くした。

「とにかく、姉たちは、君とは全然違うタイプだ」

　苦笑交じりに来島はつぶやく。

（どういう意味なんだろう……）

　自分はただの庶民である。家にシェフがいたことも、もちろんない。

　生活環境、文化、何もかも違う……。

　ふと目をあげると、窓の外の摩天楼が目に入った。

（……違っていたのは子供の頃の環境だけじゃない。今だって……）

　突然恐怖が心の中に忍び寄る。ここ数日、とても楽しい毎日だった。

　仕事上の付き合いではあるが、来島とはもともと相性も良かった気がする。

　しかし、プロジェクトが終われば、また別な暮らしが始まる。自分の所属するテリトリーへ戻るのだ。

（この人と……会えなくなってしまう……）

　こみ上げてきた悲しさに、じっと彼を見つめれば、彼も視線を絡めてきた。

　大きな手のひらが、頬に伸びてくる。

　心臓がどきんと跳ねあがり、梢は思わず身じろいだ。

　顔が赤くなっていく。

　彼の長い指先が頬に触れ、何かをつまみ上げた。

　それは白い糸くずだった。

「ついてた」

　低い声でそう言うと、傍らにあるゴミ箱に投げ入れる。

「ありがとうございます」

　梢は頬を赤く染めて再びうつむいた。また、勘違いだ。

（キスされるかと思った……そんなわけないのに……）

　ちらりと視線を横に向ける。彼の端正な横顔が間近にあった。こうやって至近距離で過ごすのも、あと数日でおしまい。寂しいような、ほっとするような、複雑な感情が頭をよぎる。

　再び窓の景色に目を移す。窓からは美しいビル群が見えている。

（もうすぐしたら自分の会社に戻っていく。そうしたら見る景色がまた変わっていく……）

　それでもここで、彼と肩を並べて仕事をしたことを、一生忘れないだろうと梢は思った。










　そして、プロジェクトが終了した。

　梢の手がけたプロモーションを、来島はとても気に入ってくれた。

「想像以上に素晴らしい出来だ、ありがとう。君に頼んで本当によかった」

「こちらこそ、素晴らしいチャンスをありがとうございました」

　向かい合って挨拶を交わす。今日は握手を求められないらしい。

　触れられるとドキドキするくせに、それがないとがっかりする。

（本当に私って欲張りだな……）

　しかし、がっかりしたのは自分だけではなかったらしい。

「それにしても、明日からは君の料理が食べられないのか。毎日の楽しみがなくなってしまうな」

　そう言われ、梢は顔を赤らめる。

「私も残念です……いつも褒めてくださって、それが励みになっていました」

「お世辞じゃないぞ。舌は肥えているつもりだが、君の作るものはどれも三ツ星レストラン並みに美味しかった。いいや、味だけの問題じゃないな。君の料理には心がこもっている。だから舌が蕩けるほど美味いんだ」

　さらりと告げられた彼の言葉に、梢の気持ちは高揚した。

（伝わった……）

　来島に喜んでもらいたい。少しでも食事を楽しんでもらいたい。

　作っている間中、ずっと思っていた。その気持ちを汲み取ってもらえていた。

（もう、二人っきりで会うこともないんだろうなぁ……）

　長い睫毛に縁取られた、切れ長の目が細められ、梢の目をまっすぐに見つめてきた。

　と、来島はさらり、とこう告げた。

「週末、空けといてくれ。ディナーをご馳走する。毎日美味いものを食べさせてくれたお礼だ」

　素敵な提案に、思わず顔がほころんだ。

「ディナーに……？　いいんですか？」

「もちろん。最高のものを食わせてやる」

　お別れが先延ばしされたことに、梢はかなりほっとしていた。

　まだ来島と会える。

　その事実がかなり嬉しいと感じるのは、いったい、なぜなんだろう。

「では十七時に君のアパートへ迎えに行く。確か青山だったよな」

「あ、はい。でも、こちらが車をお出ししますね」

　あくまでも来島はクライアントだ。甘えすぎてはいけない。

　彼の手のひらが梢の頭をポンポンと撫でた。

「もしかして、ビジネスで誘ったと思ってるのか？」

「え？　はい」

　それ以外にどんな理由があるというのだろう。来島は苦笑するとこう続けた。

「馬鹿だな。ロマンスに決まってるだろ」

　意味深な口ぶり。

　空調の風が来島のコロンの香りを巻き上げる。

　鼻腔をくすぐる柑橘系の甘い香りと、手のひらの暖かさに、心臓がドキッと音を立てる。

　ずるい。これで勘違いしない女性がいたら教えて欲しい。

　ひたすら赤くなっていく頬。梢は恥じらいながら目を伏せた。










　約束の日はあっという間にやってきた。

　鏡の前で、もう二時間。

　梢は慣れないヘアアレンジに四苦八苦していた。

「巻き髪ってこんな感じでいいんだっけ……」

　鏡の中に映るいつもと違うヘアスタイルに恥ずかしくなったり、ドキドキしたり。

「ああ、もう、これでいこう。時間がない」

　部屋の隅で鳴っている時計の音に焦りながら、梢は大慌てで買ったばかりのワンピースドレスを手に取った。

（セレブとのディナーなんて初めてだから、どんな格好が正解なのかわからないよ……）

　やっぱり普段着に着替えてしまおうか。

　ヘアスタイルも服装も、明らかに気合いが入りすぎている。

　逡巡しているとブザーが鳴った。

　弾かれたように立ち上がり、玄関に向かう。ドアを開けるとそこには王子さまが立っていた。

「こんばんは」

　彼はタキシード姿だった。髪の毛を綺麗にセットして、ピカピカ光る革靴を履いている。ただでさえ目立つ美貌が、ドレスアップで底上げされて、まぶしいくらいだった。

　来島は緊張に固まっている梢の髪の毛に視線を向けると、それからさっと全身に視線を滑らせた。

「これはプリンセスって感じだな。似合ってる。とても綺麗だ」

　彼にとってはただの挨拶だ。

　それなのに梢の胸の奥は、きゅっと甘い痛みを覚える。

「それじゃあ行こうか」

　来島の視線が柔らかくなる。あまりにも整った顔のためか、黙っていると冷たく見えるが、言葉を発すると打って変わって優しい印象になる。

「はい」

　胸の高鳴りが止まらぬまま、梢はそう言って頷いた。










　流れるような動きで車は街路へと走り始めた。高級車に乗ったのは初めてだが、振動がほとんど感じられず、まるで室内でソファーに座っているような心地よさである。

　今まで何度も彼のマンションで二人きりの時を過ごしてきたのに、狭い車の中で肩を並べて座っていると、妙に緊張してしまう。

『ロマンスに決まってるだろ』

　マンションで言われた言葉が頭を巡った。あれはどういう意味だったんだろう。結局、確かめないまま、今日を迎えてしまった。

　とにかく無駄な期待はするまいと心に誓う。これを機会に親しくなれるかもしれないなんて、絶対に考えない。勘違い女は返上すると決めたのだ。










　車は郊外に向かっていた。潮の香りが鼻腔をくすぐる。

　路上パーキングに着くと、来島は先に降りて助手席のドアを開けてくれた。

「ありがとうございます」

　紳士的な態度に胸がときめく。

　まだ外は明るかった。青い海原にそびえ立つようにして停泊している、白い豪華客船が梢の目に飛び込んでくる。

　映画やドラマで目にしたことはあったが、間近で見ると、ものすごい迫力だ。

　桟橋から船に向かう階段には、赤い絨毯が敷き詰められている。

「お手をどうぞ」

　来島は、おどけた調子でそう言うと、梢に右手を差し出した。

「ディナーって……もしかして、船上ディナーですか？」

「そうだ。君を驚かせようと思って内緒にしておいた」

　悪戯っぽい目で見つめられ、梢はドキマギと瞳をまたたかせる。

「普段着で来なくて良かったです……」

　階段をゆっくりと上りながら、思わず本音が口からこぼれる。

　ロマンティックで素敵な場所。それなのに、ネガティブな感想しか言えないのが口惜しい。

「別にドレスコードはない。俺たちしかいないから」

「え？」

　風が吹いて、一瞬彼の声が聞こえなかった。

「まあ、普段と違う君が見られて、俺は満足だけどな」

　長い階段を登りきり、船上に足を踏み入れる。制服を着た男女のスタッフが待ち構えていた。

「いらっしゃいませ」

　左右に立ち並んだスタッフたちが訓練された笑みで、梢たちを出迎える。

「私たち以外誰もいませんね」

　梢は首をかしげた。

「貸し切りだからな」

「えっ……本当ですか？」

「ああ」

「信じられない……！」

　これはサプライズどころの話ではない。

　緊張に梢の頬は赤くなる。

　プロジェクトが終わったから、毎日昼食を作ったから。

　そんなこと、ちっとも大したことじゃない……。

　少なくとも豪華客船を貸し切ってもらえるほどの、特別な行為なんかじゃ全然ない。

（やっぱりこの人は、スケールが違う……私とは住む世界が全然違うよ……）

　たちまちおどおどし始めた梢を、来島が楽しげにじっと見つめた。

「震えてるな。もしかして寒い？」

「いいえ、大丈夫です」

「……本当は船が苦手とか」

「そんなわけありません。嬉しいです」

　こみ上げてくる不安を押し隠し、無理やり梢は笑顔を作った。

（……こんなことされると、勘違いしちゃう……私は典型的な勘違い女なんだもの……）

　かすかな期待が、梢の小さな胸をざわめかせている。

『どうして、ここまでしてくれるんですか』

　そんな風に尋ねれば、きっと彼はすぐさま意図を教えてくれるだろう。

　だが問いただすのが怖かった。ここまでされれば、さすがに嫌われているとは思わない。

　しかし、いくら好意を持たれていても、特別な存在でなければ意味がない。

　来島が肘を軽く曲げて、つかまれと合図をした。

　ドキドキしながら、彼の腕に己のそれを絡ませる。

　そのまま、まっすぐ赤い絨毯を進んでいき、甲板に出た。

　待ち構えていた楽団が、美しいクラシック音楽を奏で始める。

　白いテーブル席につくと、シャンパンが運ばれてきた。

「僕たちの出会いに乾杯」

　甘い声で彼が囁きかけてくる。

「乾杯」

　空中でグラスを打ち合わせると、しゅるる、という音がして、次の瞬間、大きな花火がまだ明るい夜空に広がった。

「……綺麗……」

　うっとりと眺める梢を、来島はじっと見つめている。

　次々に運ばれてくるメニューは、どれも美味しく、色鮮やかで、緊張していた心が次第にほぐれていく。

　フォアグラのソテーにキャビアのたっぷり詰まった特別なご馳走を、来島は美しい作法で平らげている。

（このまま時間が止まればいいのに）

　楽しすぎてそんなことを思ってしまう。

　やがて日が落ち、風が冷たくなってきた。デザートが運ばれてくる。

　食べ終わると梢は改めて来島に向き直った。

「本当にありがとうございました。私、来島さんと仕事ができて本当に良かったと思います。いい思い出になりました。今夜のこともずっと覚えてます……」

　快活な声を心がけたのに、語尾が少しだけ低くなってしまう。

「別れの挨拶みたいな口ぶりだな」

「別れの挨拶ですから」

　これ以上勘違いしてはだめだ。

　けじめをつけるために、梢はきっぱりとそう言った。

「悪いが、そう思っているのは君だけだ」

　意味ありげな言葉を吐くと、来島は、まじまじと梢の目を見つめてきた。

「今夜は君を離さない」

「どういう意味ですか」

「初めて会った時から、俺は君を狙ってる。君も知っていたはずだ」

　どきん、と心臓が大きく跳ねる。

『俺と付き合わないか』

　喫茶店で、確かに彼はそう言った。

「あれは……仕事のことだったんですよね」

「まさか。そこまで俺は回りくどくない」

　クスリと笑いながら、来島は長い前髪をかきあげた。

「君を深く知りたくて仕事を頼んだ。想像以上にいい女だった」

「そんな……」

「食事も貸し切りにした船上ディナーも、何もかも、君を口説くためのものだ。男に惚れられるのは嫌か？　ただの仕事相手のほうがよかったか？　本当は俺に、女として見て欲しいと、一度でも思わなかったか？」

　長い前髪の向こう側から、切れ長の美しい目がまっすぐに梢を見つめている。

「最初から君を狙ってた。君だって俺が嫌いじゃないだろう」

　見透かすような瞳だ。梢はごくりと唾をのむ。本当は彼の言う通りだ。女として見て欲しかった。しかしそれは自分にはかなわない高望みだと思ったから、今まで何も言えずにいた。

　喜びがこみ上げてくる。

　彼の手が梢の手にそっと重ねられる。反射的に逃げを打つが強い力で握りこまれてしまう。親指が意図を持って梢の手の甲を撫で回す。それだけの動きでぞくぞくと背筋に震えが走った。不意に不安がこみ上げてくる。

　これは勘違い女の幻想じゃないだろうか。でないと、おかしい。こんなに素敵な人が、自分なんかに関心を持つはずがないのだ。

「離してください。もう……帰らなきゃ」

「ここは海の真っ只中だ。どこにも逃げるところはない」

「私はもう恋なんてしません。そう決めたんです」

　声がみっともなく震えている。来島の表情がうろんなものに変わっていく。

「恋はするもんじゃなく、落ちるもんだろう、君は俺に惚れている。違うか」

「それは」

　鋭い彼の瞳の吸引力に心を揺らめかせながら、梢はそれでも必死に否定をした。

「……そんなことありません」

　本当は心が動いている。しかし大きな変化を選び取る勇気はどこにもない。

「そんなに赤い顔をして、よく言うよな」

　来島はおもむろに立ち上がり、梢の唇にキスをした。
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　冷たい唇の感触が押し当てられ、梢は思わず両眼を見開いて、至近距離にある彼の目を凝視する。

　長い睫毛が瞼にあたり、握られた手首が熱を持つ。

　胸が張り裂けそうになっている。

　このままでは流されてしまう。逃げ出さなければ。そう思うのに、体の力が戻ってこない。

　やっと唇が離れたかと思えば、来島は梢をお姫さま抱っこして、スタスタと歩き出してしまう。

「あの、離してください」

「何を言ってんだ。離すわけないだろ」

　来島はにべもなく却下する。

「君はどうしても素直になれないらしいな。勘違いのジンクスか？　そんなもの、俺が吹き飛ばしてやる」

「来島さん、お願いですから」

　祈るような思いで、梢は来島に訴えた。

「やめない。ちゃんと君に惚れてるんだ。やめる必要など、どこにある」

　自信に満ちて足取りでどこかへと歩を進めると、来島はきっぱりとそう言った。

「……こんなに強引な人と思いませんでした」

　来島の肩にしがみつきながら梢は言った。

「昔から欲しいものは何でも手に入れてきた。どんな方法を使ってでも。今回もそうするまでだ」

「私はもう恋なんてしないと決めてるんです」

　声がみっともないほど震えていて、説得力が全くないと自分でも思う。

「そんなことを勝手に決めるな。たかだか二十五歳だろう」

　もう二度と傷つきたくない。

　後ろ向きな乙女心を、来島はちっとも理解できないらしい。

　無理もないと梢は思った。彼ならきっとどんな女性をも落とせるだろう。

　都会的で知的な魅力と、カリスマ感のある素敵なオーラに抵抗できる女性などいないだろう。

（私だって、彼に会ってからずっと心がざわめいている。これは今までの恋とは全然違う。失ったら、立ち直れないって、はっきりわかる……）

　でも、言えない。それを正しく伝える技術を、今の梢は持っていない。

　来島の歩みはとても自信に満ちていた。

　やがて来島は白いドアの前で立ち止まる。

「さあ、ここからが俺たちの第二ステージだ」

　色気のたっぷりと乗ったつぶやきに、梢は、はっとした。

　新しいステージ。自分はそこに向かうのが怖いのだ。

　今に満足しているわけでは決してないのに。

















三話　始まり












　豪華客船の名前にふさわしい、ゴージャスな部屋だった。

　しかし梢には、美しいインテリアや窓から見える遠い夜景を堪能している余裕などもちろんない。

　緊張に心臓がバクバクしている。来島はスタスタと室内を歩き、奥にあるダブルベッドに近づいた。

「おろしてください」

　か細い声で、梢は訴えた。彼の強引な行動に流されて、知らぬ間に変えられてしまうことが、とても怖い。

「わかった」

　含み笑いを漏らしながら、来島は梢を、そっとベッドへ横たえた。

　マットが梢の重みの分だけ沈み込む。半身を起こそうとしたが、すぐに来島が片膝を乗り上げてきた。

　ぎし、というかすかな音に、ドキッとする。間近で見ると本当に美しい人だ。

　大きな睫毛に縁取られた美しい瞳。

　悪魔のようにさえ見える端正な顔が、不敵な笑みを浮かべて梢を魅了している。

　ドレスの肩紐が二の腕へと垂れて、肌の露出面積が広がった。梢の顔は一気に赤らむ。

「怖いか」

　来島は愛おしげに目を細め、梢にそう尋ねてきた。図星をつかれ、梢はこくこくと頷いた。

「すれてないんだな。そこが可愛い。大丈夫。俺に任せろ」

　熱い眼差しが、ひた、と梢にすえられる。彼が一体何を考えているのか、手に取るようにわかる。

　恋も行為も初めてではない。それなのに、こんなに緊張するなんて、おかしいと思う。でも、怖くてたまらないのだ。今以上に彼に溺れ、深みにはまってしまうことが。

（だって、私たちにはなんの約束もないのだもの……）

　来島は慰撫するような表情になった。

　大きな手のひらが、梢の頬を愛しげに撫でる。

「そうだ。ちゃんと伝えなきゃな。好きだ。君のことが心から」

（え……？　今、なんて言ったの……？）

「好きだ」

　再びそう囁かれる。

　梢は両眼を見開いた。

　付き合って欲しいとは言われている。惚れているとも、たった今聞いた。

　それなのになぜか、それが好きという意味だとは思わなかった。

　その単語を耳にした時、とても意外に思えてしまった。だから、つい……。

　こんな言葉が口をつく。

「嘘……ですよね」

「本当に決まってるだろ。君は自分に自信がなさすぎる。そういうところに惚れたんだが……今のままだと辛いだろう。俺が君を変えてやる」

　来島は楽しげに微笑むと、さらにこう続ける。

「優しく、優しくしてやるから、俺に全てを委ねてみろ」

　何かの間違いか、夢じゃないかと、梢は心の中で繰り返す。

「承知のようだな、それではいくぞ」

　梢の手首が握られて、強い力でマットへと押しつけられる。

　梢は両眼を見開いて、至近距離に迫る彼の美しい顔をじっと見つめた。

「この角度で見る君は色っぽいな」

　ドキドキしている梢を煽るかのように、来島は甘い言葉を投げかけてくる。

　彼はどんな気持ちで梢に向きあっているのだろうか。少なくとも余裕たっぷりに見えてはいる。

「梢」

　初めて彼に下の名前を呼ばれた。

　今まで誰に呼ばれたよりも嬉しく感じ、ぎゅっと胸が絞られたような感覚に襲われる。

　手をシーツの上に縫いとめられたまま受ける口づけ。

　梢の口腔を割って、ぬるついた舌が入ってくる。

　セックスの香りがする、いやらしい口づけに、思わず身じろぎしてしまった。

　紛れもなく感じている気持ち良さに、梢は頬を赤らめる。

　こんなに巧みなキスは初めてだ。

　唇を思うさま貪られ、体から力が抜けていく。

「んっん」

　いやらしいキスからやっと解放されたかと思えば、今度は首筋に舌を這わされる。

「んっ……んんっ」

　甘ったるい快感が全身を巡る。

「んっ……ふっ……」

　首筋の弱い部分を丹念になぞられ、びくんびくんと背中が浮き上がる。

　たくましい体がそれを抑え込む。心臓の鼓動は、彼に全て伝わっている。

「ずいぶん感じやすいんだな。頬が赤くなってとても可愛い。頭から食べてしまいたくなる」

　甘酸っぱい声で、可愛いと連呼され、喜びと気恥ずかしさに梢の頭の中はクラクラし始めた。

「ほら、また赤くなった。いいぞ。もっと俺を感じろ。うんと可愛がってやるからな」

　仕事をしている時とは全然違う甘やかされっぷりだ。ギャップがありすぎて、なかなか馴染めない。

　耳たぶにねっとりと舌が這わされ、耳殻の中まで舌を入れられた。

　ねちょねちょという音が鼓膜に響き、恥じらいに思わず身悶えてしまう。

　まだ始まったばかりだが、とても丁寧な愛撫である。

「おとなしくなったな。良い子だ」

　優しい手つきで、梢の髪を撫でさすると、来島は一度体を起こし、素早い動きで、上半身に身につけていたものを脱ぎ去った。

　服の上からでも感じ取ってはいたが、ちょうどよく筋肉のついた美しい身体だった。

「あ……」

　以前の彼は淡白だったものの、それなりの経験はある。やっと気持ちが落ち着いてきて、抵抗が弱まった。

　ベルトをくつろげ男らしく引き締まった体躯を見せつけながら、来島は再び梢に挑んでくる。

　再び唇を奪いながら、同時に右側の乳房を鷲掴みにしてきた。

　布地に乳首の先端が擦られて、えもいえぬ快感が全身に走る。

「ん……はぁ……んっ」

　もう片方の手のひらでドレスの裾をたくし上げられ、梢の太ももはじりじりと暴かれていく。

「んっ……あ……っ……」

　喘ぎ声が止まらないのは、彼があまりにも優しすぎるからだ。

　指先の繊細な動き、そして口の中をまさぐるぬらついた舌の感触まで、全てがあまりにもツボを得た動きで、抵抗などできるわけもない。

　グズグズと体が蕩けていく。

「っ……うぅ……んっ……あ……ぁ……」

　触れられてもいないのに、下腹の割れ目が湿り気を帯びていくのがわかる。

「綺麗な肌。シルクのように滑らかな肌触りだな。つまらんこだわりで朽ちさせるわけにはいかない。あまりにも、もったいないだろう」

　ドレスの肩紐がおろされて、白いブラがあらわになる。

　すぐにホックを外されて、締め付けられていた乳房が空気に触れ震え始める。

　肉に埋もれた乳首を、来島は指先で摘み、感嘆するような声で、梢に告げた。

「淡い色だな。君の体はどこもかしこも清純な色でできている」

「そんなことないです」

「褒められるのが苦手なんだな」

「そうじゃなくて」

　来島は梢の乳首に唇を寄せた。

　生温かい感触に包まれて、ピンク色の乳首がふるふると揺れる。

　気持ちがいい。

　胸の先でこんなに感じるなんて、今まで全然知らなかった。

　肉に埋もれていた乳首が、彼の舌に育てられ、ピンと天井を向くのがわかる。

「えっ……ああっ」

　子猫が鳴いているような甘ったるい声が唇から漏れ、梢は自分でも驚いてしまった。

　こんな声が自分の唇から出ているなんて、信じられない。

　彼は梢の乳首を、側面から伸ばすようにして舐め始めた。

　丹念に乳首へと唾液をまぶしつけ、乳輪を伸ばすようにして舐め清めている。

　ピクンピクンと先端が震え、激しい快感が頭の中をグズグズに蕩けさせていく。

「いい反応。君の声には、そそられるよ」

　満足気な声でそう言うと、来島は光る眼差しで梢をじっと見つめてきた。

　まるで肉食獣に睨まれた小鹿のような気分になり、梢はドキドキと胸を震わせる。

　彼の温かい手のひらが、緩急をつけて乳房を揉みしだき、全身の熱が触れられた箇所に集まっていく。

　そして、太もものあたりをさまよっていた左手は、ショーツへと到達し、マチの部分をいやらしくいじり始めた。

「ああ……ああ」

　もうそこは、淫らな匂いを立て始めている。

「くっ……んんんっ」

　ふっくらと立ち上がった乳首の側面に、彼はそっと歯を立てた。

　凄まじい快感が背筋を駆け抜けていき、梢の声はますます糖度を帯びていく。

「ううう……ふっ……くぅ……んっ」

　まるで夢の中にいるようだ。

　次々に与えられる快感に、梢は悶える。

「俺とこういうことをするの、今まで想像しなかった？」

　丹念な愛撫を繰り返しながら、来島が囁きかけてくる。

「それは……」

　顔を赤らめた梢を見て、来島はふっと満足気に笑った。

「あるんだな。そういう時は一人で慰めたりしてた？」

「そんなこと……するわけありません……」

　それは嘘ではない。

　今はこんなに、はしたないことになってはいるが、本来の自分は、性にはさほど積極的じゃない。

　来島が、否応なく、自分を乱れさせている。

　こんなにも巧みな愛撫を受けて、堪こらえられる女性は絶対にいない。

　乳首が固くしこっていく。

「あああ……は……あぅ」

　すっかり、全身が痺れてしまい、梢の喉からは意味のない喘ぎ声が流れるばかりだ。

「ほら、君と俺との相性はバッチリだ」

　育て上げた乳首を指でつまみながら、来島は微笑んだ。

　そんな恥ずかしいことを指摘されて、小さな乳首が余計に、じんじんと疼き始める。

　ショーツの上から、来島は梢の尻を撫でている。

　流れるような動きに梢の頬は火照り、鼓動が高鳴っている。

　彼が愛撫の手を止めないため、ショーツが割れ目に食い込んでいく。

　その上をつーっ、と長い指が撫でていく。

「ああん……あっ……はぁ……あっ」

　下腹は期待に蕩けていた。

　気持ちよくてたまらなくて、もっと激しいことをして欲しいとさえ思う。

　梢の全身が、彼の愛撫を求めていた。

「君のここ、俺を待ちかねてる。とてつもなく可愛いことになってるぞ」

　ショーツの裾から、割れ目へと指を滑らせた来島は、からかうようにそう言った。

「お願い、もう、ここまでにしてください」

　梢はすがるような目で彼を見た。

「まさか。これからだろう」

　にべもなく一蹴され、ショーツがじりじりとおろされていく。

　恥ずかしさのあまり、太ももを擦り合わせてガードすれば、来島は邪魔だとばかりにドレスを全て脱がせてしまった。

「こら、今更恥ずかしがるな」

　衣服がベッドの下に落とされ、もう身につけているのは、太ももまでおろされたショーツだけ。

　あまりにもドキドキしすぎて、梢はベッドヘッドへとずり上がった。

　しかし、腰を持たれて元の位置まで戻され、今度は両足を左右に大きく開かれてしまう。

「きゃん」

「いい声」

「あっ」

　ショーツが一気におろされる。

　最後の砦が足首から脱がされ、全身の血が顔に上がったみたいに赤くなる。

「いい体、美味そうだ」

　べろりと舌なめずりをして、来島は梢にそう告げる。

　獣のような仕草に男くさいフェロモンを感じてしまい、下腹はじゅくりと音を立てた。

「ああ……ああ」

　恥ずかしくてたまらなくて梢は悲鳴をあげてしまう。

　彼はあまりにも手慣れている。

　このまま身を任せていれば、自分が自分でなくなりそうだ。

　彼が梢の乳房を柔らかく揉み、体がしどけなく崩れていく。

「俺のやり方を、君の体に刻みつけてやる」

　丁寧な愛撫は長く続き、梢の体は、砂糖菓子のような甘い香りを立て始める。

　彼の長い指先が秘裂に触れ、梢は背中を大きく仰け反らせた。

「やめて、それ以上はもう」

「いいから、俺に任せてろ」

　梢のそこは、少しいじられただけなのに、もう恥ずかしいほど濡れていた。

　それでも彼は容赦なく、梢の内部をクチュクチュといじる。

「あああっ……」

　熱く淫らな彼の攻めに、梢は難なく陥落した。

　太ももに彼のものが触れている。

　梢を欲しがっていることが、その固さでわかり、心臓がさらに激しくときめく。

　彼の指が梢の中をかき混ぜる。

　梢のそこは少しいじられただけで、もう恥ずかしいほど濡れていた。

　涙があふれ、あまりの気持ちよさに腰が自然に揺れていく。

「甘い香りがしてきた。君の香りだ」

　からかうような声に、梢は首を左右にふって抗った。

「こんなに感じているくせに嫌がるなんて、君は矛盾の塊だな」

　彼は微笑みながらそう言うと、ゆっくりと指先を引き抜いた。

「ひあっ……ああん」

　思わず惜しむような声をあげてしまい、梢は頬を赤らめる。

「よしよし、待ってな」

　来島は梢の唇に、チュッと音を立てて口づけると、顎の先から喉元、そして胸のあたりを舐めおろしていき、ゆっくりと秘めやかな場所へ移動していく。

　彼の意図がわかり、梢は激しく狼狽した。

「お願い……やめて……そこだけは」

「君の一番可愛いとこだろう。たっぷり見せろ」

「やあ……」

　もともと体毛が薄いほうである。秘めやかな部分を隠しているものは、うっすらとした下生えのみ。

　そんなありさまで彼の視線をまっすぐに受ける。

　こんな恥ずかしいことは耐えられない。

　ヒクヒクと肉びらが疼くのがわかる。

　内ももに薄い唇が押し当てられた。もうだめだ。甘い蜜がタラタラと落ちていく。愛液でシーツを汚してしまう。

「蕩けるような顔が、すごく可愛い」

　囁くようにそう言うと、来島が濡れそぼった秘裂に、そっと己のものを押し当てた。甘い囁きに胸が震える。そんなことを言ってもらえるようなほどいい女じゃないのに、といじけた考えが頭をよぎる。

「ああ……ああ」

　最も恥ずかしい場所に、ざらついた舌の感触が触れ、恥ずかしさに全身がうごめいてしまう。

　甘くいやらしい匂いがする。秘裂が彼の舌によって舐めとかされ、別の物質に変えられていく。

　まるで花弁に、媚薬を塗りこまれているみたいだ。

　さっきまでもたまらなく気持ちが良かったのに、今では苦しいほどの快感に苛まれている。

　内部に彼の舌が入ってきて、肉を押し分ける感覚にぞくぞくする。

「もっともっと気持ちよくしてやるよ」

　時折、顔をあげながら来島は言った。

　舌先で最も感じやすい箇所が左右に転がされ、体中を甘い疼きで満たしていく。

　唾液が丸い玉にまぶされて、舌のざらつきが心地よい。

「ひあっ……ああん」

　梢はハァハァと荒い息をつきながら、耐えがたいほどの快感に身悶えた。

　肉びらが激しく収縮する。彼の舌を内部に取り込もうとしているのだ。軽く歯を立てるようにして秘密の玉を愛撫され、全身がビクビクと震えてしまう。

　そうしながらも長い指先は、梢の開きかけた花弁を優しく撫でる。

　痛みにも似た快感が、梢の体を支配し始めている。

　気持ちがいいのは下腹だけではなくて、今は触られていない胸の周辺や首のあたりにまで広がっている。

　喘ぎ声が甘くなっているのがわかる。こんな、快感をねだるような恥ずかしい声が、自分の唇から出ているのが信じられない。

　余裕たっぷりの優しい手技に、もう全身が蕩けそうだ。

「あああ……は……あぅ」

　気持ちが良くてたまらなくて、梢は思わずすすり泣く。

　いつの間にか両足は、角度をつけて開かれていた。

　彼の舌がジュルジュルと、梢の愛液をすすっていく。

　凄まじい快感を続けざまに与えられ、これ以上されるとどうなってしまうかわからない。

　そんな恐怖に胸が震えてしまう。

「あん……くっ……うぁ……あっ」

　彼の愛撫は容赦がなく、はしたない声が止まらない。

　一番恥ずかしい箇所が、熱を持って疼いている。これ以上されてしまうと、頭がおかしくなってしまう。

「そんなに気持ちが良くてたまらないか？　腰が揺れてるぞ」

　来島はそう言うと、唇をやっと離してくれた。

「ひあっ……ああん」

　梢は顔を赤くする。

「もっと良くしてやるからな」

　いやらしげな声でそう言うと、来島は再び梢を固く抱きしめた。

　たくましい胸に抱かれて、双房が潰れる。

　来島は右手で器用にスラックスの前をくつろげると、濡れそぼった秘裂に、固くなった切っ先を押し当てた。

（欲しい）

　心の声が頭の中に鳴り響く。

　それが肉びらに触れた瞬間、いまだかつて感じたことのない特別な快感が、稲妻のように全身を走った。

「とろとろになってる。これならすんなり入りそうだな」

　そんな恥ずかしい言葉を囁きながら、さらに両足を大きく広げ、来島は己のものをゆっくりと埋め込んできた。

　想像を絶する固さと太さに、梢は思わず悲鳴をあげた。

「うあっ……くっ……」

　ここまで凄まじい質量を受け入れたことは、いまだかつてない。

「きついな。俺の愛撫が足りなかったか」

　来島は眉間に皺を寄せる。

「ん……んん」

　梢は苦しげなうめき声をあげる。

「大丈夫か？」

　来島は動きを止めて、梢の顔を覗き込んだ。

「大丈夫……ただ……来島さんのが大きすぎて……これ以上は無理かもしれません……」

　途切れ途切れの声でそう言うと、来島は一瞬両眼を見開き、その後ふっと微笑んだ。

「ずいぶん可愛いことを言う。これで無自覚だから、たまらない」

　鼻の頭にキスが落ちる。その優しい仕草に胸がキュンとなり、痛みが少しだけ和らいだ。

　両眼を細めて、来島は囁く。

「最大限、優しくする……だから少しだけ我慢して」

　慰撫するような眼差しに、胸の奥が切ない音を立ててきしむ。

　こくりと首を縦にふれば、来島は嬉しげに微笑み返してきた。

「行くぞ」

　ゆっくりと彼のものが、梢の中へと押し込まれていく。

「えっ……ああっ」

　腰に彼の両手が回されて、ぐっと引き付けられてしまっているため、肉を切り裂くその凶器から逃げられない。

　来島の屹立は、灼熱の刃のようで、初めてそれを受け入れるみたいに蜜筒が痙攣する。

　粘膜が大きく広げられ、みちみちときしむような感覚が梢を襲った。

「君とこんなことをすること、今まで何度も夢に見た……ああ、現実になったんだな」

　少しずつ体を入れながら、来島は感じ入った声でそう告げた。

　蜜壁が押し広げられ、愛液が甘い香りを放つ。ぐじゅぐじゅといやらしい音が部屋中に響き、たくましいものが、ゆっくりと梢の内部を抉っていく。

　快感にとろとろになっているそこが、新たな刺激にさらにほころび始めていた。

「ひあ……あっ……あぁ……あっ」

　梢は来島の首筋に両手を回した。切り裂かれるような痛みと刺激に、体が悲鳴をあげている。

「よしよし、もう少し我慢してくれ」

　梢の頬を己の手でそっと撫でると、来島は屹立をぐっと奥まで押し入れてきた。

「や……はぁ……んんっ」

　激しい痛みと、それを凌駕するほどの快感が子宮を突き上げ、梢は全身を痙攣させた。

　甘い吐息が唇から漏れ、体は自然に脱力する。

「思った通りだ。すごくいい。俺たち、体の相性も最高だな」

　耳たぶを噛むようにして囁かれ、梢は恥ずかしさに顔を赤らめる。

　彼の巨大なものは愛液を吸って、さらに質量を増していた。

「ああん……あっ……はぁ……あっ」

　吐息は甘く濡れていく。

　梢の力が完全に抜けたタイミングを見計らって、来島は己を一気に抜いた。

「くっ……んんんっ」

　愛液が大量に溢れ出し、太ももをいやらしく汚していく。最初感じていた苦痛は、凄まじい快感へと変わっていた。

　体がムラムラと甘く疼く。

　来島は角度を変えて腰を入れてきた。

「や……はぁ……んんっ」

　肉体が串刺しにされるような淫靡な快感に、梢は喘ぎながら悶えている。そうしながらも来島は梢の乳房を柔らかく揉み始めた。そして、首筋に唇を寄せる。くすぐったいようなたまらない感覚が梢をさらにしどけなくさせる。

「ふ……はあ……ああ……」

　強引だけれど、態度の端々には来島の優しさが見え隠れし、大切に抱いてくれているのだと悟らされる。

　気持ちが良くて、良くて良くてたまらなくて、このままだめになってしまいそうな気分になる。

　貫かれている内部が、与えられる刺激に悶え、淫らな蠕動を始めている。

　理性では、こんな姿を見せてはいけないと思っているのに、ずぶりと貫かれ抉られれば、乱れずにはいられない。

「ひあっ……ああっ……」

　喘ぎ声は甘く、濡れていくばかりだ。

「痛みはもうなくなったようだな」

　根元までみっちりと挿入すると、来島はゆるやかに腰を回してきた。

　蜜に満たされた内部が、快感にうごめく。

「くっ……んんんっ」

　最初の苦痛が嘘のように、彼の形が梢の中にぴったりと収まっている。

「どう？　感じる？」

　来島が余裕たっぷりな様子で尋ねてきた。

「感じる……あっ」

　ちゅぶちゅぶと太いものを埋め込まれ、梢は身悶えながら頷いた。

　どこもかしこも潤っている。来島を感じて、喜んでいる。

　梢の内部は柔らかくほぐれ、強い刺激を求めていた。
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「目がとろんとしてる……気持ちがいいって明らかにわかるよ。嘘がつけない体だな……言葉より体のほうが正直だ」

　ズシンと重く腰が打ちつけられ、肉壁がわななく。

　容赦なく穿たれ梢の背中は、弓のようにしなり、快感を体全体で味わっていた。

　肉壁が男のものに絡みつく。

　最奥がいやらしく崩れていく。

　肉壁全体が快感の袋になってしまったような、特別な感覚に襲われる。

「ふ……はあ……ああ……」

　甘ったるい喘ぎ声が止まらない。体のあちこちが勝手に動き、強すぎる興奮に目眩がした。

「いい感じになってきたな。これからは……本気を出すぞ」

　彼の秀でた額に汗が浮かんでいる。その言葉の意味を確かめる間もなく、ピストン運動が激しくなった。

　頭の中がめちゃめちゃになってしまうような、強すぎる快感に翻弄される。彼に体の中心を貫かれたまま、梢は激しく身悶えた。

　腰の内部に響くような強い快感が、絶え間なく与えられる。

　甘い喘ぎを漏らしながら、梢はいつしか意識を失っていた。

















四話　恋












　ひとつの恋が終わり、新しい恋がやってきた。

　恋人同士になった後、来島はすぐに梢の会社に乗り込んできて、社長に二人の交際を耳打ちしたらしい。

　口の軽い社長秘書のおかげで、噂はあっという間に広まって、高倉の時とは比べものにならないほどの騒ぎが巻き起こった。

「どうして。どうしてなの。なぜあんなハイスペックな王子さまが梢さんと……！」

　そんな囁き声を梢は何度も耳にした。あまりにも正論すぎて、何ひとつ反論できない。

　むしろ、誰かに教えて欲しい。いったい自分のどこがいいのだろう。

　その上、来島はヤキモチ焼きで、梢をモテる女だと思い込んでいる節がある。

「……俺の女だと知って手を出す男はいないだろうが、それでもわからんな。君は魅力的なんだから、悪い虫がつかないように、精一杯自衛しておくように」

（そんなに心配しなくても、全然平気なのに……）






　ある日、ロビーを歩いていると、ちょうど来島と鉢合わせをしてしまった。

　こんな風に偶然出会うと、今更ながらに彼の颯爽とした立ち姿に圧倒される。

　まぶしくて一瞬目をそらした。

　そんな梢とは正反対に、来島は、爽やかな笑顔を浮かべ、こちらに近づいてきた。

「こんにちは」

　梢は深々と頭を下げた。恋人同士だというのに、まだよそよそしい態度から抜けられない。

　つい人目を気にしてしまう。

「ちょうど君のことを考えていたところだ。会えて嬉しい」

　てらいもなくそう言うと、来島は梢の耳元に唇を寄せた。

「今からお昼休みだろう。俺の部屋に来いよ」

　恋人同士になってからの彼は、すっかり彼氏の顔になっている。それに比べて自分にはまだまだ自覚が足りない。

　独占欲たっぷりな態度に、すぐドギマギしてしまう。

「だめですよ」

「何だ。約束でもあるのか」

「いいえ。会社に戻るところですけど」

「じゃあ、何の問題もないだろう」

　一瞬来島の目が意味ありげに光った気がして、梢は、思わず後ずさる。

　嘘でも用があると言えばよかった。

　案の定、来島は梢の右手首を掴むと、スタスタとエレベーターの方角に歩き始めた。

　ただでさえ目立つ人である。ＯＬたちがちらちらと二人に視線を向けている。

　ちょうど受付にさゆりがいた。両眼を丸くして驚いている。梢は焦った。当然、自分たちのことは知っているだろうが、あまり嬉しい状況ではない。来島も彼女の存在に気がついているはずなのに。

「あの、来島さん、本当にだめですよ」

「無理だ。今すぐ君の体が欲しくなった」

「な……！」

「魅力的すぎる君が悪い」

　握られた手に力がこもり、梢の頬は真っ赤になってしまう。

　即物的な誘い方だ。それなのに彼が言うと下品じゃない。ただ、心臓がドキドキして、大変なことになってしまいはするけれど。

「待って……ね、あっ」

　引きずられるようにして歩きながら、梢は彼を思いとどまらせようとした。

　このままだと、彼の思うがままにされてしまう。

　流れるように優雅な動きで、彼専用のエレベーターに押し込まれた。片手を取られ、背中をすっと押されるという、社交ダンスのリードにも似た、滑らかな所作である。

「あの……来島さん……」

　やっと二人きりになり、声のボリュームをあげて抗議する。が、彼の表情を見た瞬間、心臓が怪しい音を立てた。切れ長の目が半分閉じかけていて、悩ましげな表情からは、凄まじいフェロモンが立ちのぼっている。その魅力に射すくめられ、梢の動きが一瞬で止まった。

　その時を待っていたかのように、噛み付くようなキスが落ちた。

　思考回路がショートする。彼の冷たい唇に己のそれを吸われ、力が抜ける。もう、何も考えられなくなってしまう。

「んっ……んんっ」

　キスが終わると、あっけなく息があがった。これはいつものことだ。何度されても慣れることがない。

　捕食者のような鋭い目で、来島は梢をじっと見た。

「好きだ」

　熱っぽい声で囁かれ、胸の鼓動はさらに早まる。

「絶対に他の奴には渡さない」

　エレベーターが最上階にたどりつき、来島の部屋に到着する。

　ここに来たことは幾度もある。

　しかし恋人同士になってからは初めてだった。

　かつてない緊張が体に走る。これからきっと彼に抱かれる……。

　しかも、こんな昼中に。

　期待と不安に胸が疼く。

「さあ、おいで」

　来島は梢の手を握り、ベッドルームに誘った。

　キングサイズのベッドが置いてあるだけの、シンプルな部屋。

　部屋の中に立ち込める、彼の匂いに胸がざわつく。きっと自分は以前から、彼のフェロモンにやられてしまっているのだろう。

「来島さんってこんなに強引な方だったんですね……」

「何を今更」

「……仕事とプライベートは分けるタイプだと思ってました」

　恨めしげな目で梢は言った。

　来島はふっと笑った。

「それはずいぶん勝手な思い込みだな。俺を聖人君子とでも思っていたか？　そんなわけ、ないよな」

　ちらりとこちらに向けられる視線が、いかにも悪そうで、梢の背筋はぞくぞくと震える。

「そこまでは……でも……」

「君を捕獲するためなら何だってやる。俺はトップクライアントだ。もてなせよ」

　傲慢極まりない口ぶりだが、それが思いっきり様になっている。

　本気の拒絶など絶対にできない。心が震えているのが、彼を許してしまっている証拠だ。

　制服のベストが脱がされ、白いボタンが上から順繰りに外されていく。

　ブラのホックが外され、桃色の乳首がつままれた。

「あっ……」

　梢はぴくりと肩を震わせた。

「相変わらず感じやすい体だな」

　満足そうにそう言うと、来島は手のひら全体で乳房を包み込む。

　彼の手はとても温かく、肌に吸い付くようで、愛撫はまだ始まったばかりなのに下半身が熱くなっていく。

　耳たぶに唇が寄せられて、甘噛みされる。

　乳首がピンと天井を向く。

　男の指先に育てられたそこは、絶え間なく与えられる快感に感じ、ジクジクと疼き始めていた。

　淫らな興奮に、梢の頬は真っ赤になっている。

　仕事中だという後ろめたさが、興奮をさらに押し上げていた。

　昼休みの短い時間に、しかも会社のあるビルの中で抱かれるなんて、子供の頃から真面目と言われ続けていた梢にとってはとんでもない行為である。

　円を描くように揉みこまれ、乳房がしどけなく崩れていく。

　いつの間にか梢は、彼の背中に両手を回して、しっかりとしがみついていた。

　赤らんだ乳房が、スーツの布地に潰されてひしゃげる。

「んっ……ふっ……」

　タイトスカート越しの尻を撫で回しながら、来島はクスリと笑う。

「君のむっちりしたお尻が揺れてるぞ。俺のを欲しがってる証拠だ。せっかちだな」

「違います……！」

「本当に？」

　そんなことを言われては、ますます頬が熱くなってしまう。

　大きな手のひらが、意図を持って尻たぶを上下し、梢のスカートは徐々にたくし上げられていく。

　とうとうショーツが見える位置まで、スカートをめくられた。羞恥心がこみ上げてくる。

「昼間っから、はしたない格好。いい眺め。今日の下着は水色なんだな」

　ちらりと視線を下に向け、来島は囁きかけてきた。

「見ないで……ください」

「まだそんなこと言ってるのか。往生際が悪いな」

　彼の目尻が欲望に赤らんでいる。

「お願いです、もう時間が」

　言った端から失言だと気づいたが、当然のように、来島はその言葉にくいついた。

「せっかちだな。そんなに俺に、して欲しい？　それならリクエストに応えないとな」

　揶揄する声でそう言うと、来島は梢の唇を奪う。

「はっ……ああっ……」

　喘ぎ声は彼の口腔に消えていく。

　ショーツが太ももまでずらされ、彼のものが、梢の潤んだ箇所にめり込んでくる。

　そして一気に最奥へと到達した。

「ふあっ……あっ」

　乳房はゆっくりとこねられ、全体が赤みを帯びてきた。

　乳首の先端は固くしこっている。

　梢の内部は柔らかく蕩け始めている。

「嫌がってたくせに、ずいぶん俺の、締め付けるね」

　また、余裕たっぷりな言葉を囁かれる。

　その声に反応し、肉襞がうごめいた。心の中とは裏腹な体の動きに、彼のものが質量を増す。

「ふぁ……あっ……ううっ……」

　蜜にまみれた下半身が、力強い雄に征服される。

　ピストン運動が開始され、ズボズボといういやらしい音が部屋の中を満たしていく。

「ああ、どうする？　この後仕事があるのに、こんなにいやらしい匂いを立てちゃって」

「はうっ……うっ」

「こういうことしてたって、ばれるぞ」

「それは……来島さんが……うっ」

　深々と突き刺された屹立が、今まで擦られたことのない箇所に到達した。

「ああっ……うっ」

　思わず唇から悲鳴が漏れる。

　今までも十分気持ちよかったが、それとはレベルの違う快感が全身を襲った。

「もうすっかり俺の体に慣れてきたな」

　満足気に、来島がつぶやく。

　ぐじゅりといやらしい音を立てて、屹立が抜き出された。

「さてと、このまま終わったほうがいい？」

　煽るような声で尋ねられ、

「そんな……」

　梢は泣きそうな声をあげてしまう。秘裂からはいやらしい蜜が、タラタラと太ももに垂れていた。

　せっかく気持ちが良かったのに、こんな中途半端なところで止めてしまうなんて酷すぎる。

　子宮が第二の心臓のように、ドクンドクンと動いていた。

「嘘だよ」

　しかし、すぐに違う角度で貫かれ、凄まじい快感が、目眩を伴い戻ってきた。

「ひあっ……ああん」

　はしたない声が口をつく。来島はにやりと笑った。

「なるほど、君の弱点はここか」

　来島は梢の腰を掴み、同じところをガシガシと攻め始めた。

　もう、立ってなどいられない。

「ああん……ああん……あっ……ああ」

　激しい挿入が繰り返され、梢は思わずすすり泣きを漏らす。

　たくましいものが、また先程のところを激しく抉った。

「うあっ……ああっ……」

「そんなに気持ちいい？　もっともっとしてやるよ」

「くっ……んっ……はあっ……ううっ」

　屹立の一番大きいところが、何度も肉筒から粘膜をこそげ落としていく。

　快感が脳髄を焼け焦がしていく。意味のない喘ぎ声を立てながら、梢は来島の肩にしがみついた。

「よしよし、いい子だ」

　来島は膝を曲げると、ずんと腰を打ち上げてきた。

「はあうう……うっ……」

　爪先がピンとそり上がり、梢は一気に達してしまった。

　来島は挿入したまま、腰をゆっくりと回転させる。昼間なのに目の前が暗くなる。凄まじい快感でおかしくなってしまいそうだ。

「最高の締まりだった。君の体は本当にいいな」

　息も絶え絶えになっている梢とは裏腹に、彼は顔色ひとつ変わっていない。

「さてと……もう一回する？」

　そんな軽口まで叩く余裕さえあるほどだ。

　こちらに選択を委ねる形の誘い文句なんて絶対にずるい。梢は唇を噛み締める。

「もう……無理です……立ってられない……」

　ハァハァと荒い息をつきながら、来島に訴える。

「潤んだ目でこっちをて……いやらしい顔。本当はもう一回ぐらいされないと収まりがつかないんじゃないのか？」

　図星をつかれて、瞳がさらに潤んでいく。

　蜜にまみれた秘裂が、異物を求めてうごめいている。

　しかし、これ以上されてしまったら、完璧に使いものにならなくなる。

　午後からの仕事は詰まっている。

　こんな時間にヘロヘロになってしまうわけにはいかない。

「そんなことは……ありません」

　やっとの思いでそう告げた。自分でもとても辛い気持ちだった。もっともっとして欲しい。それが本音だ。

「そうか、残念」

　ショーツが元に戻されて、衣服が整えられる。

　ショーツのマチが愛液にべっとりと濡れてしまう。

　ここを出たらランジェリーショップに走らねば。

　快感に気が遠くなりそうな意識を必死で立て直し、梢は心の中でそう思う。

「今晩、ここに来い」

　来島が、耳たぶに唇を寄せた。熱い吐息が触れた瞬間、子宮にピリピリと痙攣が走る。

「どうして……」

「このままじゃ収まりがつかないだろう。もっと丁寧に抱いてやる……君が満足するまで、何度だってしてやるから」

　悪魔のような囁き声に、梢の胸が鼓動を早める。

（どうしよう、拒めない）

　仕事の合間に激しく抱かれ、仕事が終わってからも抱かれるなんて、これまでの自分の性格からすると、ありえない。性に積極的なタイプでは決してないのだ。

（それなのに……）

　すっかり来島のペースに流されている。抜けられない沼にはまってしまった気分だ。

「お約束はできません」

　震える声でそう言うと早々にマンションを後にする。

　じゅくり、と体の中から蜜のこぼれる音がした。

　梢は頬を赤らめながら、太ももを擦り合わせた。










　来島の誘惑には乗らない。






　仕事中は、自分で自分にそう言い聞かせていたのに……。

　結局その晩、梢は来島の部屋を訪れた。下半身が疼いて、誰かに鎮めてもらいたくて、どうしようもなかったためだ。

「ひあ……あっ……はぁ……んっ」

　今度はバックスタイルで貫かれる。

　窓に張り付くようにして、外の夜景を眺めながら、がしがしと腰を打ちつけられた。

　つながったまま、ぐるりと体を返されて、ご褒美のようなキスが与えられる。

　ねっとりとした甘いキス。

「乱れすぎてごめんなさい」

　長いキスが終わった後、小さな声でそう言うと、中のものがぐっと大きくなった。

「……そんなことを言われたら、やめられなくなるだろう」

　今度は懲らしめのようなピストン運動が始まる。

「あ……ああっ」

　ぬめりのある水音が、部屋の中に響く。梢は喘ぎ声を漏らしながら、凄まじい快感を堪えていた。ずぼりと彼のものが抜き出される。

　崩れ落ちそうになる体を、来島は支えながら囁きかけてきた。

「俺の……舐めて」

　いやらしい要求を突きつけられ、梢は両眼を見開いた。

「それは……」

　青ざめている梢の表情に、来島はピンと来たらしい。

「もしかして、したことがないとか？」

「はい……でもそれだけじゃなくて」

　梢はちらりと来島のものに視線を移した。

（大きい……）

　こんな巨大なものが、口の中に入るだろうか。

「先を舐めてみるだけでいい」

　来島にそう励まされ、梢は来島の前に膝をつくと、そそり立つ屹立を、そっと口にくわえてみた。

　塩辛い先走りの汁が舌先に移り、梢はほんの少しだけ顔をしかめる。

　舌先に感じる、ゴムのような弾力。しかし、不快感はなかった。好きな相手のものだからだろうか。

　思い切ってカリを全部口の中に入れてみる。

　口腔でそれがぴょこんと立ち上がった。

「ん……んん」

「大丈夫か」

「ん……」

　思わずむせそうになるが、我慢した。

　来島が眉根に皺を寄せて、快感を堪えている。

　その様子を上目遣いに眺めながら、梢は強い満足感を覚えていた。

　来島が自分の与える刺激に感じている。

　自分自身の行為が、確実に影響を与えているのだ。

　梢は彼のものをしゃぶることに夢中になった。筋の浮いた側面を舌先でなぞり、付け根のあたりまで口腔に含む。

　そうしながら左右にある睾丸を指でいじった。

　中にある丸いものは、梢の指から逃げるかのように、クリクリと動き、屹立は質量を増す。

　来島は梢の頭を両手で挟み込むと、軽く後ろに引いた。

　口を塞ぐずっしりとしたものが引きずり出され、梢は戸惑いながら来島を見上げる。

「これ以上されると我慢がきかなくなる。君の口を汚してしまう」

　彼の目尻が色っぽく赤らんでいる。

　それから場所をベッドに移し、正常位で抱かれた。

　獣のような勢いで襲いかかられ、梢は快感の涙を零す。

　この先もずっと彼に抱かれる。

　きっと、梢の体は内側から変わっていくだろう。知り合ってから今までですら、別な人格になったような気がしているのだ。

　少なくともここまで淫乱に、乱れることなど一度もなかった。

（大丈夫なのだろうか。私は勘違い女なのに……）

　ふと不安が頭をもたげる。上りつめた先に待ち受けるのは、今まではすべて地獄だった。最初は小さな不安の種が次第に大きくなって、胸全体を埋め尽くすのはいつものパターンだ。

（有頂天になっちゃダメ。ダメなんだから）

　梢はそっと目を閉じて、与えられる快感に身を委ねた。忘我の縁に達する間も、不安は胸に居座っていた。

















五話　噂












　季節が変わり、冬になった。






　ある昼休み、梢はロッカールームの前で自分の名前を耳にした。

　思わず立ち止まる。

「本当に謎よね、なんであの地味な梢さんが、王子を射止めたんだろ」

　間違いない、やっぱり自分のことだ。

（まだこの話題、続いてるんだ……）

　来島と付き合いたての頃は、散々そんな噂を聞いた。

　誰一人直接聞いてこないのは、お相手がビルのオーナーだから、という遠慮があるのかもしれない。

「あの人でいいのなら、私だって可能性があったかも」

「どうやってその気にさせたんだろう。何かすごいテクニックがあるのかな。だってその前に付き合ってた高倉さんだって、結構かっこよかったじゃない」

　矛先はいきなり元彼に向かった。

　新婚でもうすぐ赤ちゃんが生まれるという、慌ただしい中、井戸端会議のネタにされるのは本意じゃないだろう。

　ただ、さゆりが妊娠していることを皆は知らないようだった。

　不思議なほどに、噂に上ってこない。彼女は数ヶ月前にやめてしまったが、出産はおそらく春頃だろう。

「何を言ってんのよ、高倉さんと来島さんじゃ比べものにならないでしょ。ハイスペック御曹司と普通のサラリーマンだもん」

　そうかぶせてきたのは、隣の部署のＯＬたちだ。

　もちろん、いい気はしない。

　しかし、もし逆の立場だったら、きっと彼女たちと同じように、一般ＯＬと王子さまとのロマンスの謎を解きたいと思ったはずだ。

　だから井戸端会議のネタにされるのも仕方ないと、梢は自分で自分に言い聞かせた。

（仕方ない、帰ろう）

　ロッカールームに行くのは諦めて、梢はフロアに戻ろうとした。

　ところが気になる言葉が背中から追いかけてきて、足がピタリと止まってしまう。

「馬鹿ね、まだわからないの。来島さんがあの人を選んだ理由」

　この声は隣の部署の、ひとつ年下のＯＬのものだ。

　彼が梢を選んだ理由。






　もう一度梢は、給湯室の前まで移動して、息をひそめた。

「なにか知ってるの？」

　ＯＬたちの声が緊張を帯びる。

「まあね。でも、そうじゃなくても簡単なことよ。従順で思い通りになるタイプだからに決まってるじゃない」

　梢の肩が震えた。

「以前の彼に梢さんは浮気して捨てられたのよ。お相手は受付の女の子。目立つ子だったし、来島さんがそのことを知っていてもおかしくないわ。浮気をされても何ひとつ文句を言わない素直な女性。財閥の嫁にはぴったりだと思わない？」

　一瞬ドアの向こうに沈黙が落ちたのがわかる。

　多分ピンとこなかったのだ。しかし、梢の心には強く響いた。一理あると感じてしまった。

「竹下さんは家柄がいいから、セレブの事情をよく知ってるのね」

　誰かがそう口を添えた。

「ええ、まあね」

　竹下と呼ばれたＯＬは、同意するとさらに続けた。

「来島財閥と言えば日本を動かすことすらできるとまで言われているの。三人いるお姉さまたちは、みんな政略結婚をしているわ。そして、しっかり愛人をキープしているそうよ。旦那さまたちもそれ以上に遊んでいるから、お咎めなしってわけ。来島さんの場合は、お金持ちで贅沢な美人より、しっかり者の地味なＯＬのほうが、御曹司の嫁としてはふさわしいっていう判断でしょ」

「なるほど」

「それなら納得。でも、梢さん可哀想ね」

「きっと勘違いしてるわよ。本当に愛されているって」

「でも、いつかは真実を知るわ。その時は天国から地獄へ真っ逆さまでしょうね」

　ＯＬたちの笑いさざめく声を聞きながら、梢は心臓に片手を当てた。

　ありえないくらいの鼓動が、手のひらに伝わる。

　事情をろくに知らない者たちの、たわいもない推理。

　そんなものに心を囚われてしまっている。

（勘違い……確かにそうなのかも）






　梢は肩を落とし、とぼとぼとフロアに足を運ぶ。

　竹下の推理は的を射ている気がしたが、ひとつだけ間違いがあった。

　梢が浮気に寛大だなんて嘘だ。






　元彼とすんなり別れたのは彼女に赤ちゃんがいたからだ。あそこまで切羽詰まった状況であれば、反対なんてできるわけもない。そうじゃなかったら、醜い修羅場を演じていたかもしれない。






　本当の自分はものすごく嫉妬深くて独占欲が強くて後ろ向きである。

　来島に関してネガティブな情報が入った段階で、その信憑性すら確かめてもいないのに、もう気持ちが沈んでいるのがその証拠だ。

　自分に全く自信がない。

（だって勘違い女なんだもの……浮気をされていたのに、プロポーズと間違えるくらい致命的な）

　今覚えば、あれがターニングポイントだったのかもしれないと、梢は思った。

　高倉に対して未練はないが、傷が塞がったわけでもない。

　調子に乗ると痛い目に遭う。

　それは以前の恋で身に染みている。そして、今度の恋を失ったら、きっと致命傷になってしまう。

　梢は小さくため息をついた。










「どうした、ずいぶん元気がないな」

　その晩、来島にそう言われ、梢はぎくっと肩を震わせた。

「そうですか？」

　来島は頷きながらこう続ける。

「心ここにあらずって感じだ。俺と一緒にいるのにいい度胸だな」

　とはいえ、来島はそれほど深刻な事態とは思っていないらしい。

　軽口を叩く彼に、ほっとするようなもの足りないような、複雑な気分が頭をよぎる。

　さっきから口に運んでいる料理が、砂をかむように味気なく感じていた。

（どうしよう。先の未来が怖いだなんて、絶対に言えない）

　梢の脳裏に、出会いの一部始終が浮かび上がる。

　浮気相手とともに現れた、かつての恋人。

　その時のやり取りを目撃していた来島。あの時の自分は、確かに都合のいい女に見えただろう。

　結婚しても、寛大に浮気を許してくれるような、できた女……言い換えれば、ある意味鈍感な女だと。

　あれは特別な出来事だったのに。

　あの時に梢のイメージが、決定付けられていたのだとしたら。

　困る。本当に困ってしまう。

「何か思うことがあるなら、俺に言え。絶対に一人で抱え込むな」

　長い手がずっと延びてきて、梢の頭を優しく撫でた。

　その手に一瞬すがりたくなる。しかし、彼にそれを告げたところで安心がもらえるとは限らない。

　それどころかその通りだと言われてしまったら……。

　立ち直れなくなってしまう。

「何でもありません」

　喉元までこみ上げてきた言葉を飲み込み、梢は微笑んだ。

　来島は隣に座り直すと、梢の顎を摘んだ。すっかり慣れきったはずの行為なのに、まだ心臓が止まりそうになる。

「絶対になにか考えてるだろ」

「……！」

「ま、いい。無駄なことは何ひとつ、忘れさせててやるよ」

　柔らかな口ぶりで囁くと、来島は梢にくちづけた。

　頬に温かい手のひらが触れる。

　唇からも指先からも、深い愛情を感じているというのに、なぜこんなにも不安になるのだろう。

　長いキスが終わった後、来島は梢の目をじっと見つめた。

　これから起きることはわかっている。梢の頬は期待に赤らんだ。










　汗ばんだ体が離れていく。

　ハアハアと荒い息をつき、梢は行為の余韻にふけっていた。

　来島はそんな梢を楽しげに見つめると、濡れた彼女の前髪を分けながら囁きかけてくる。

「今度、系列会社の創立記念パーティがある。一緒に来てくれ」

「パーティですか？」

　梢は首をかしげた。広告業界に勤めていると、パーティに出席する回数は多くなる。

　しかし、どのような立ち位置で参加するのだろう。

　その答えはすぐにわかった。

「そうだ。うちの親族も大勢来る。君を婚約者として紹介したい」

「婚約……え……それって」

「君と結婚するってことだよ」

　突然のプロポーズ。二人の関係が、未来へと進んでいく。

　梢の胸は一気にざわめいた。

「答えは？」

　額と額を打ち合わせながら、尋ねられ、梢はごくりと唾をのんだ。

「……私でいいんでしょうか」

「当然だろう。君だからいいんだ……君じゃなきゃ無理だ」

　彼の熱い眼差しに心が震える。

　それと同時に不安がこみ上げてきた。

　天国から地獄へ。ＯＬたちの意地悪な噂話が頭をよぎる。

　しかし懸命に振り切った。

「喜んでお受けします」

「よかった。ほっとしたよ」

　来島は微笑んだ。目と目が合うと相変わらずキュンとする。

（ああ、私はこの人のことが、本当に好きなんだな）

　改めて梢は切ないほどの恋心を自覚した。不安の理由はそのせいだ。どうしようもなく好きだから、失うことを恐れてしまう。

「パーティにも来てくれるか？」

「はい」

「……実は、ひとつだけ気になることがある。姉たちのことだ」

　来島の眉根がくっ、と寄せられる。

「まあ、個性的な女性だから……覚悟しといて」

「以前にもそのお話、伺ったことがあります」

　どんな人なんだろう。ＯＬたちから聞いた噂も含めて、かなり気になる。

「正直、紹介するのは怖いくらいだ……彼女たちは多分、君には刺激が強すぎる」

　ため息をつく来島の様子に、不安がよぎる。

（紹介したくないってことだよね……どうしてかしら）

　政略結婚でセレブに嫁ぎ、浮気を繰り返しているという三姉妹。

　彼女らがどのような基準で結婚相手を選んでいるか、まだ教えたくないのだろうか。

　噂話が信憑性を帯びてくる。

（それとも反対される可能性があるってことかしら。そうかもしれない……あまりにも家柄が違いすぎるもの……）

　緊張に背筋がぶるりと震えた。来島は、はっとしたように梢を見た。

「……いや、悪かった。会う前から脅かしてちゃだめだよな。別に取って食われるわけじゃない。それに、俺がついてる」

　ぐっと肩を引き寄せられる。不安はまだ残ってはいるが、ときめきに流されて薄れていく。

　梢は与えられるキスに応じて唇を開いた。










　パーティの当日、アパートに迎えに来た来島は、よそ行き姿の梢を見て、うーんと小さくうなった。

「この格好、変ですか？」

「変ではないが……地味だな」

　ずばっと言われる。表情を見た瞬間、不満があることはわかっていたが、バッサリ切り捨てられるとかなりショックだ。

「私にしては冒険したつもりなんですけど」

「悪くはない。だが今日はパーティだからな。派手なくらいでちょうどいいんだ」

　来島は右手首の時計に目をやった。

「まだ時間はあるな。よし。今からドレスを買いに行こう」

「え……？」

「いい店がある」






　来島が連れてきてくれたのは、いかにもセレブ御用達、といった雰囲気の、格調高そうなブティックだった。ハイブランドな一点ものが数多く並んでいる。自分一人だったら一生足を踏み入れることのないだろう、ハイソサエティな雰囲気が漂う店だ。

「いらっしゃいませ。来島さま」

　訓練された笑顔で出迎える店員に、来島は「彼女に似合うものを見繕ってくれ」と指示をした。

「あの、私……」

「お金がない、とか言うなよ。もちろん俺が買ってやる」

「でも……」

「俺の女はこんなに綺麗だって、見せびらかしたいんだよ」

　かあっと頬が熱くなる。どうしてこの人はこんな恥ずかしいことを、平気な顔で言えるのだろう。

　そこからはまるでファッションショーのモデルになった気分だった。

　広いフィッティングルームへと押し込められた梢の前に、次々と素敵なドレスが運ばれてくる。

　試着してフロアに出ていくたびに、来島は、梢の全身を真剣な面持ちで吟味し、眉をひそめたり、頷いたりしながら感想を伝えてきた。

「うん。なかなか」

　背中が大きく開いたセクシーなドレス姿の梢を見て、来島は今までで一番満足そうな表情を浮かべた。

「私、これを着て歩く勇気はありません……」

　背中が気になるだけではない。体のラインがはっきりとわかるボディコンシャスなフォルムも、着る人をかなり選ぶ気がする。

「俺の前でだけ着ればいい」

　梢の戸惑いを軽く一蹴し、来島はドレスを次々に購入していく。

「あの、パーティに着ていくのは一着だけですよ？」

「当然だ。お色直しはさすがに、自分たちの結婚式ぐらいだろう」

（結婚式……！）

　特別な単語にドキドキしながらも、梢は質問を続ける。

「じゃあこのドレスは」

「家の中で着てみせてくれ。外で着る必要はない」

　俺の前だけで、というのは、そういう意味だったのか。

「室内着にするような値段じゃありません……」

　梢は慌てた。何しろ自分が普段着ている洋服とは桁が違う。

「また、そういうことを気にする。君のために何かできることが俺にとっての喜びだ。いい加減わかれよ。とりあえず、早くしないとパーティまで時間がないぞ」

　またさりげなく、ストレートなセリフを吐く。

　キザなセリフが様になる人だ。梢の心はあっけなく動き、頬が赤くなってしまう。

　恥ずかしそうにうつむきながら、梢は差し出されるドレスを試着した。

　最後に来島が選んだのは、フリルがたっぷりついた水色のドレスだった。

　それまでに試着したものと比べると、おとなしめのデザインだ。

「うん。やっぱりこういうほうが安心だな。君の色気に悩殺される男が増えると困る」

「……お言葉ですが、そんな人はいませんよ」

「君は本当に無自覚だな。そこが魅力なわけだけど」

　何を言っても、来島には通じない。他の人の前で言われるときっと笑われてしまうだろう。梢は話題を変えることにした。

「若すぎないでしょうか……なんだか学生みたいで」

「それでも似合ってる。まるで妖精だな」

「妖精って……」

「君の見た目にぴったりだろ」

　てらいもなくそう告げられ、梢は思わず目を伏せた。

　こんな風に評価されたことは初めてだ。

　どこにでもいる地味で真面目なだけが取り柄の普通のＯＬ。

　そんな自分が、彼の目には、どんな風に映っているんだろう。

「こら。ちゃんと鏡を見ろ」

　来島は梢の肩を両手で挟み込むと、顔をあげるよう促した。

　淡い色のドレスが、梢の白い肌によく似合っている。

　確かに、今までの中では一番自分らしいかもしれない。

「ほらな。綺麗だろう？」

　どこか自慢げな来島の声。その目が優しげに収められているのを鏡越しに見て、梢の胸は熱くなる。

　たっぷりの紙袋を後部座席に乗せて、パーティ会場に向かう。

　緊張が高まってきた。

















六話　姉妹












　会場には芸能人や各界のセレブが、たくさん集まっていた。

　来島は左手をゆるく曲げ、掴まれ、と目配せをする。

　梢はおずおずと己の腕を絡ませ、来島にリードされるがまま歩き始めた。

　と、視線の先に見知った顔があり梢は、はっとした。

　さゆりだ。思わず彼女のお腹に目を向ける。膨らみはなく、最後に見た時と何ら変化がない。

　彼女は梢に気がついて、顔を赤くした。

　梢は軽く会釈をする。彼女はぷいと横を向いて、それを無視した。

　敵意に満ちた態度が恐ろしくて、梢は思わずつかまっていた腕に力を込めてしまう。来島はちらりと梢を見ると、こう続けた。

「……その顔は知らなかったみたいだな。彼女は妊娠してない。婚約は破談になったそうだ」

「え？」

「嘘じゃない。本当のことだよ」

「なぜ知ってるんですか？」

　昔の梢に来島は告げた。

「彼女は知人の娘でね。だからうちのビルの受付を任せた。まあ、挨拶もなかったし、本人はそのあたりの事情をよく知らないようだが。とにかく、そういうわけでパーティでは時々顔を合わせていた」

　つまりはコネ入社ということか。

「彼女は君の元彼がよっぽど気に入ったらしい。だが周囲の反対にあった。切羽詰まっていたんだろうな。既成事実を作って強行突破に及ぼうと思ったらしい。元彼は騙せたが、家族には無理だった。嘘がばれて婚約は白紙に戻ったというわけだ」

　そして来島は慌ててこう付け加えた。

「とはいえ、二人はまだ付き合っている。あの時には浮気で彼女に流されていたが、今では本気だということだろうな。だから彼が君にちょっかいをかけてくることはないから安心して」

　梢は考え込んだ。

「どうして反対にあったんでしょう……その……高倉さんはいい人だと思うんです……優柔不断なところはあるけれど、結婚を反対されるような人とは思えなくて……」

「家柄の違いだそうだ。結構あそこは難しい家だからな」

（やっぱりそういうことなんだ……）

　家柄の違い。

　その言葉がブーメランのように、梢の胸へと突き刺さる。

　梢の勤める広告会社は、無名だが業績は上がっている。

　給料も決して低くはない。

　それなのに彼は認めてもらえなかった。

（もしかしたら私も……）

　気分がズブズブと落ち込んでいく。

　そんな梢とは裏腹に、来島は楽しそうにこう続けた。

「彼女もこれで、自分がライバルだった女性がどれほどのものか知っただろう」

　梢ははっとした。

「あ、もしかして来島さん、わざと彼女と私を引き合わせました？」

「ああ」

　来島は膝を軽く曲げ、梢の耳に唇を寄せた。

「俺は自分の大切にしている女が、コケにされるのは許せない。本当は男にも思い知らせてやりたいが、それはまあ諦めた。さすがに俺も元彼の存在は気になるからな」

「気になるってどういう意味ですか？」

「……俺以外の男に、君を取られたくないってことだよ」

「そんなこと、絶対にありません！」

　思わず声のボリュームが上がる。

　来島はふっと微笑んで、梢の頭をそっと撫でた。

「もっと言って」

「え？」

「もっと俺を安心させて」

　そう言いながら、来島はくしゃりと表情を曇らせた。

「最近、元気がなかっただろ。俺に飽きたんじゃないかと思って、不安でたまらなかった」

「……来島さん……」

「そうじゃないってことだな」

「もちろんです」

　なんて自分は馬鹿だったんだろうと、梢は心の中で反省した。

　ここ数日の間、悶々としていたのは事実だ。

　今も思うところはある。しかし、目の前にいる彼にぶつけずに、頭の中でぐるぐると、自分だけで考えていたのは間違いだった。

　ちゃんと、向きあわなければならない。

　本当の気持ちを、不安を、彼に正直に伝えなくては。

「私は来島さんがとても好き……でも」

　家柄のことが不安になっていると、正直に告げようとしたが、来島はその言葉を聞く前に破顔した。

「そうか。心配することはなかったな」

　まるで王子さまのように美しい笑顔。

　梢は思わずその顔に見とれた。

（この人は優しい……どうしてこんなに優しい人を信じられなかったんだろう……）

　今まで悩んでいたことが、よっぽどくだらないことのように思えてくる。

（もういい……周りの人が何を言っても、私はこの人を信じていく）

　梢は心の底からの笑顔を返した。










　来島の元には、ひっきりなしに人が集まってきた。

「君が女性を連れてくるのは初めてじゃないか？」

「本当に。一生結婚しないんじゃないかと、思い込んでいたよ」

　意外にも多くの人が、そんなことを口にする。

　まるで来島に問題があるかのような口ぶりである。

　しかも、来島は否定せず、それらを軽くいなしながら、梢に言った。

「……今まで女っけがなかったわけじゃないんだが、深く付き合う気になれなくてね。まあ、それなりに理由があるんだが……」

　来島が梢に説明をしていた時、誰かがバン、とその背中を叩いた。

「いたっ」

　来島が顔をしかめる。

「あんた、私たちに挨拶もせず、こんなところで何してんの」

　来島の後ろを見ると、ゴールドに輝くドレスを着た、美しい女性が立っていた。

　背の高い来島と目線が同じだ。

　ドレスだけでなく全体的な雰囲気が、金色っぽい。

　来島と同じぐらいのオーラが、全身から感じ取れる。

「姉貴」

　来島のつぶやきに、梢はその人の正体を知る。

「私たちもいるわよ」

　わらわらとよく似た二人が現れる。声もそっくりで、噂の三姉妹だとすぐにわかった。

「長女のさくらに次女の蘭らん、三女のすみれだ。そしてこちらが婚約者の秋山梢さんだ」

　来島は、梢と三人姉妹を交互に見ながら言った。

　数秒前に来島の背中を叩いたのが、長女のさくららしい。彼女を筆頭に三人とも年齢不詳だ。

　来島より年上……のはずだが、美貌と貫禄が同居している佇まいのため、二十代後半にも四十代前半にも見える。

「初めまして。梢さん」

　ほぼ同じトーンの声が、三つ重なって梢の鼓膜を震わせる。

「初めまして。よろしくお願いします」

　武者震いしながら、梢は頭を下げた。

「うちの両親は、俺が幼い頃から海外にいてね。だから姉たちに育てられたようなものなんだ」

　神妙な顔で説明する来島の背中を、今度は蘭がばしっと叩いた。

「その通りよ。敬三の癖に、よく言えたじゃない」

「もっと私たちのことを褒めてもいいのよ」

　すみれもその後に続く。

「相変わらずだな」

　叩かれたところに手を当てながら、来島は言った。

　いつもは自信たっぷりの来島が、たじたじになっている。

　梢は気の強そうな美貌を、畏怖をもって見返した。

　三人ともモデルのように姿勢が良い。

　十五センチはあろうかと思われるハイヒールを、とても美しく履きこなしている。

　一通りの挨拶を終えると、三姉妹はしげしげと梢を観察し始めた。

　顎に人差し指を当て、あからさまな観察ぶりである。

　その間一言も発しないので、梢の心臓は緊張にドキドキとし始めた。しばらく経つと三人は、一斉ににっこりと笑いかけてきた。

「可愛いじゃない。いい子を見つけたわね。握手して」

　さくらが片手を差し出してきた。

　その手を握るとすごい力で握り返してくる。蘭とすみれも後に続いた。

　来島は肩をすくめて、その様子を見ている。自分の力ではどうすることもできない、とでも言っているようなジェスチャーだ。

「ねえ、あなたこんな男でよかったの？　案外ヘタレなところがあるのよ。知ってる？」

　どうやら口火を切る権限は、さくらに委ねられているらしい。

「あーら、さくらお姉さま、そんなこと言っちゃだめよ。幻滅して逃げられたらどうするの」

「そうよそうよ。やっと、この小難しい男が、見つけてきたお相手なのに」

　蘭とすみれが来島を見ながら、さくらに言う。

「こういうことはさっさと教えておいてあげたほうがいいのよ。幻滅するなら早いほうが傷が浅くてすむでしょう」

「それもそうね。さすがはさくらお姉さま」

「いいこと言うわ」

　梢は三人のはじけっぷりに圧倒された。

「……こういう調子だから、君に会わせたくなかったんだ」

　小声で囁く来島を、さくらが鋭い目で睨みつけた。

「敬三。飲みものを取ってらっしゃい」

「は？　なんで……」

「いいから。さっさと行きなさい」

「変なことを吹き込むなよ」

　来島は梢に向き直った。

「大丈夫か？」

「ええ。もちろん」

　頷く梢を見ながら、三姉妹はコロコロと笑い始めた。

「可愛い可愛い弟の、可愛い可愛い未来のお嫁さんに、変なことを吹き込むわけないでしょ。さっさと行ってきなさい」

　背中を叩こうとするさくらを、ひょい、とよけ、来島はカウンターに向かっていく。

　ひとりぼっちになった梢を、三姉妹は取り囲んだ。

「やっと邪魔者がいなくなったわね。あなたと女だけの話をしたいと思っていたのよ」

　美しい顔が三つ並び、その有無を言わせぬ迫力に、梢はごくりと唾をのむ。

「そんなに怖がらなくていいわ。取って食べたりしないから」

　さくらがいつかの来島と同じ言葉で、梢を落ち着かせる。

「私たちの結婚相手について、少しは知識があるかしら？」

　すみれが言った。

　返事を待たずに蘭が言う。

「端的に言うと私たちの夫は日本を代表する大企業の社長なの。典型的な政略結婚よ。もしそのことについて噂を聞いているとしたら、ほとんどが正しいわ。愛はなかった。最初はね」

　衝撃的な告白に、梢の心臓が音を立てる。

「でもね、親の指図に従ったわけじゃないのよ。私たち自身がそういう道を選んだの。私も蘭もすみれも、皆、来島の家をとても愛している。家族が何よりも大切なの。その家を栄えさせる相手……結婚相手の条件はそれだけだった。需要と供給がマッチしてたってわけ」

　蘭が頷きながら、口を開く。

「たまたまお相手が、三人ともとても素敵な人だったの。だから私たちは最高に幸せ。政略結婚が全て不幸じゃないってことを知ってもらいたいけど……無理よね」

　すみれも美しい眉を寄せ、こう続ける。

「私たちにはそれぞれ愛人がいて、仮面夫婦だなんてまことしやかな噂は後を絶たない。それは嘘。私たちがそんなこと許すわけがない」

「話がそれてしまったわ。あなたに伝えたいのはこういうこと」

　会話が再びさくらに戻った。

「私たちは恋愛に夢を持たずに来てしまったけど、敬三は違う。彼は普通の恋がしたいのだと思っていたわ。口には出さないけれど、私たちにはわかる。だって、血のつながった弟ですもの。その願いを叶えたのね。嬉しいわ。心から祝福する。うちの両親たちもきっと、同じ気持ちよ」

　すみれが目尻を拭いながらこう続ける。

「来島財閥の跡取りとして、敬三は厳しい教育を受けてきた。ずっと我慢を強いられてきたわ」

「そんな彼をうんと幸せにしてあげてね」

「お姉さま……」

　こみ上げてくるものがあり、梢は言葉に詰まってしまった。

　自分はなんて馬鹿だったんだろう。

　噂なんて、気にすることはなかった。

　目の前にいるのは梢と何の変わりもない、ごく普通の、強くてか弱い女性たちだ。

　きっと仲良くなれる。そう思った。

「頑張ります」

　思いを込めてそう言うと、姉妹たちは微笑んだ。

「こうしてみると、敬三がどうしてあなたのことを選んだか、よくわかるわ」

「え……？　そうですか？　それってどんなところでしょう？」

　三姉妹は顔を見合わせ吹き出した。

「あらあら、あなたってもしかして鈍感なの？」

「面白いわ」

　梢は身を乗り出した。

「あの、お姉さまたちの見解を教えていただけないでしょうか。私にはさっぱりわからなくて」

　給湯室で聞いてしまったＯＬたちの噂話が頭をよぎる。

　浮気を容認してくれそうな、都合の良い女だから……。

　もちろん、今はそんなこと信じていない。

　しかしそれに代わる理由も思いつかないのであった。

「あの子はね、自信のなさそうな女の子が好きなのよ。私たちが悪影響を与えすぎたのよね。ほら、三人ともアクが強いでしょ」

「でもね、ひとつ教えといてあげる。流されるだけの女じゃだめ。いつかは彼と対等にならなきゃ」

「対等に……」

「彼を幸せにしてあげてね」

　にっこりと微笑みかけられ、不安だった心が晴れ渡っていくのがわかる。

「任せてください」

　今度は、自然にそんな言葉が浮かび上がった。三姉妹が一斉に微笑む。

　凛としていてゴージャスで、気が強くて、近寄りがたいセレブリティーな空気をまとう女性たち。

　しかしその内側に秘めているものは、とても温かい。

　来島とそっくりだ。

（きっと、大丈夫。お互いがお互いを好きでいれば、他のことなんて関係ない）

　無理やり自分を鼓舞しているわけではなく、本気でそう思える。

　もう、何も怖くない。

「お待たせ。梢、いじめられてないだろうな」

　グラスの乗ったトレイを手に、来島が戻ってきた。冗談半分、本気半分、といった面持ちだ。

　姉たちの前にいると、来島は少しだけ子供っぽくなる。

　可愛い、と内心思ってしまう。泉のふたが開いたように、愛おしさがこみ上げてくる。

「お生憎さま。私たち、梢さんとすっかり仲良しになったから」

　グラスを取りながらさくらが笑う。

「まったく。どうだか」

　小さなため息をつきながら、来島は梢の手を取った。

「そろそろ退散だ。付き合いはこれぐらいでいいだろう」

「来島さん……」

「あら、どこに行くのよ」

　訝しむような三姉妹に、来島はにやりと笑ってこう言った。

「二人っきりになれる場所」

　梢の顔が真っ赤になる。

　苦手を自認している姉たちの前でも、キザな態度は健在らしい。

「言うわね。まあ、仲が良くていいじゃないの」

　さくらたちはそう言って笑いあう。

　梢は恥じらいながら、差し出された手を取った。










　来島に導かれるまま、ベランダに出た。

　秋風が心地よく頬をくすぐる。

　星の見えない都会の夜空を見上げながら、梢は大きく深呼吸をした。

「来島さん。お伝えしたいことがあります。聞いていただけますか？」

　改まってそう言うと、来島の片眉がクッと上がった。

「もちろん。何かあったのか？」

　温かな手で梢の手を包み込み、来島は不安げな表情を浮かべた。

　おそらく、姉妹との軋轢を心配しているのだろう。

　梢は早口でこう告げた。

「好きです」

　来島は一瞬両眼を見開いた。

「ずっと好きでした。今まで言えなくてごめんなさい」

　握られた手に力がこもる。

「……よかった……」

　ため息とともに、ほっとしたような声が続けられる。

　そして脱力した彼の頭が、梢の顎にのせられた。

「あの、来島さん？」

「一度もそういうことを言ってくれないから、俺が無理やりつき合わせているとばかり思ってた」

「そんなこと……」

「最近は浮かない顔が多かっただろ。今夜も、いつ、別れを切り出されるかドキドキしてた」

「来島さんが？　信じられません」

「嘘だと思うなら、見てみろよ」

　梢の右手が来島の胸にあてがわれる。

　はっきりとわかる心臓の鼓動。

　愛しさと申し訳なさとで、梢の胸ははちきれそうになる。

「さっき、姉貴たちなんて言った？」

「来島さんは、私の自信がないところが好きなんだろうっておっしゃってました。その……お姉さんたちが、反面教師になったんだろう……みたいなことを」

「読まれてるな」

　来島は苦笑した。

「結構迫力のある人たちだろ」

「……そうですね」

　梢は頷く。確かに威圧感は強く感じた。このような立場で出会わなければ、近づくことすらできなかったかもしれない。

　しかし今は大好きだ。

　来島を心から愛していると、きつい口ぶりの中からも、はっきりと読み取ることができたから。

「うちは母親も女傑でね。姉妹たちはあの通り……裏表がなくていい性格とも言えるんだが、とにかく女性に夢を見ることができなくなった」

「素敵な方々じゃないですか」

　梢は思わず反論してしまった。来島にとっては身内とはいえ、女性の魅力に関する評価を聞くのは、同性として心が痛む。

「……ああ、確かにそうだろうな。自立心旺盛でパワフルなところは尊敬している。ただ、数が多すぎる。ああいうタイプがうちの一族には山ほどいるんだ。しかも屋敷に友達を連れてくる。姉と似たようなタイプの女性ばかりだ……いつの間にか女性が苦手になっていて、正直なところ一生結婚しないかもしれないとさえ思っていた」

「そうだったんですか」

　一人っ子の自分には、やはり今でも、来島の心境に理解しがたい部分がある。

　しかし、彼の表情を見ていると、真剣そのものだ。

　彼にしかわからない悩みを、長く抱え込んでいたのだろう。

「君と姉たちは全く違う。喫茶店で君たちのやり取りを見た時、こんなに優しい女性がいるのかと感動した。辛い経験だったろうが、俺にとってはラッキーだった。君があの日、あの場所に居合わせたのは神の采配だ。心からそう思うよ」

　そう言われても、もはや高倉のことは顔すら思い出せない。

　梢の心の中にあるのは、来島のことだけ。

　彼と進むここからの道を、考えていくだけだ。

「私も……あなたに……出会えてよかった」

　感動に震える声でそう伝える。

　後頭部にくしゃっと手が差し入れられ、キスされた。啄むようなキスだ。

　それなのに途中から何も考えられなくなってしまう。軽く巧みなキスに酔わされる。

　唇が離れると、今度はにやりと笑いながら、梢に腰を押しつけてきた。

「あ……」

　離れようとしたが、腰を掴まれ引き寄せられる。来島のものが固くなっている。

　太ももにはっきりと、欲望の印が当たっている。

「さてと。クールな俺をこんなにした、責任を取ってもらおうかな」

　頬を撫でながら囁かれ、梢は恥ずかしさのあまりうつむきかけた。

「いつかは勇気を出さなきゃだめ。対等になるのよ」

　さくらの声が頭の中に蘇る。

　梢は勇気を出して顔をあげた。

　自分から彼の唇を奪い、おずおずと背中に手を回す。歯列の合間をわるようにして、ぬめった舌が入ってきた。

「ん……」

　鼻から甘い吐息が漏れる。二度目のキスはたまらなく甘い。彼の大きな手のひらが背中を這い回っている。太ももに押し当てられた彼のものが、強度を増していくのがわかる。

　勇気を出して彼の目を見つめ返す。

「どう責任を取ればいいですか？」

「それはもちろんわかってるだろう」

「……はい」

　頬を赤らめながら梢は頷く。

「あなたに抱かれたい……お願いします」

　やっと言えた。

　来島の表情が柔らかくほころぶ。
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　そして……。

　二人はスイートルームへと移動した。

















七話　愛する二人












　別々にシャワーを浴び、ガウンに着替えてベッドの上で待つ。

　濡れ髪の来島が戻ってきた。彼も梢と同じガウン姿だ。

　長くて黒い前髪からぽたぽたと落ちている雫が、彼のフェロモンを倍増させている。

　梢の隣に座ると、来島はその頬をそっと撫でた。

　優しく唇を重ねてくる。背筋にぞくぞくと震えが走る。

「震えてるな？」

　一瞬だけ唇を離して囁かれる。

「はい」

「何度抱いても慣れない……そういうところがたまらなく可愛い」

　熱に浮かされたような声でそう言うと、再び唇を貪られる。ガウンが左右に開かれて、大きな手のひらが乳房を包んだ。

「君の体が温かくなってる。胸の先も赤くなって、熟れた果実みたいに美味そうだ」

　乳首を舐められ、梢は背中を仰け反らせる。

「ああっ」

　先端が震え、立ち上がる。

　ねっとりとした舌が、乳輪を伸ばすようにして舐め回す。天に向けて尖った先端を、強い力で吸引する。

「ううっ……」

　ガウンの紐が外れて、ショーツ一枚の素肌があらわになった。

　下着のラインが見えないようにと、小さめのショーツを選んできたため、布が隠している範囲はとても狭い。

　もじもじと太ももを擦り合わせれば、来島は微笑みながら、くびれた腰に手を滑らせた。

「くっ……んんんっ」

　乳首は痛いくらいに育てられている。ツンと尖ったその箇所に、伸ばした舌が押し当てられ、体は、はしたないほどの悦楽に包まれる。

　いやらしい音を立てて唇が離れ、そのまま来島は喉元まで舌を滑らせた。

「君の体がますます赤らんでいく……色っぽいな。もっともっと、崩れさせたくなる」

　太ももから膝までを丹念に撫でさすりながら、来島は囁きかけてきた。

　こんなに優しく触れられると、たまらなくなる。

　薄い下着が愛液を吸って、秘裂の形を浮き上がらせている。

　早く、そこに触れて欲しい。

　肝心な場所に、的確な刺激を与えて欲しい。

　それなのに来島はそこには触れず、首筋や太ももへの愛撫を続けている。

「あっ……ああ」

　梢は太ももを擦り合わせて身悶えた。

　瞳が次第に潤んでくる。気持ちがいいのは当然だが、もの足りなさも感じている。

　自然に両足が開き始めた。濡れた秘裂は彼の指を待っている。

　しかし来島は焦らすかのように、違う箇所ばかり責め立てていた。

　梢は思わず、彼の首筋に両手を回す。来島の舌が唇の横をかすめた。

　長い指がショーツの裾をそっとなぞる。

　期待に入り口が開き始め、甘い蜜が太ももに垂れる。

　これでは来島のせいにできない。恥ずかしくてたまらなくて、頬に全身の血が上っていく。

「ねえ……お願い……して……」

　蚊の鳴くような声で訴える。

「さっきから奉仕しているつもりだけど？」

　とぼけ顔の来島を恨めしげに見つめながら、梢はさらにこう告げる。

「ここ……して……欲しい……の」

　腰を二度ほど軽くふり、下腹部への愛撫をねだってみる。

「……本当に、君は可愛いな」

　さまよっていた指が、ショーツの裾に触れる。

「……んっ」

「よしよし。いい子だ」

　そこから指を入れて割れ目に触れ、湿り気を確かめると、来島は指を抜きぺろりと舐めた。

「いい味」

「なっ……」

「こんなに濡れて……いやらしい体」

「意地悪……言わないで……ください」

　ショーツがゆっくりと尻から取り去られていく。腰を浮かして協力するも、無防備な状態に変えられていくこの瞬間は、いつも、とてもつもない羞恥心を覚える。

　ショーツを足首から取り去ると、来島は濡れそぼった割れ目に指を添え、前後した。

「んっ……んんっ……ふぅ……」

「うわ、すごい。君のがどっとあふれてきた」

「や……はぁ……んんっ」

「焦らしすぎてしまったな……この先はたっぷりサービスするから」

　ぬちゅぬちゅと、蜜のかき出されるいやらしい音が、鼓膜に響く。

　梢の顔はもう真っ赤だ。

　中指が奥のほうまで突き立てられた。

「えっ……ああっ」

　ピクンピクンと身体全体が激しく動く。

　これ以上我慢できない、と思った時に、指が抜かれ、ガウンが脱がされる。一糸まとわぬ無防備な状態で、ベッドの上に仰向けに寝かされた。

　再び指が挿入される。

「ああ……ああ」

　内部を広げるように押しまわされ、体のあちこちがピクピクと跳ねる。

　二本の指が、最も感じやすい秘密の玉をつまみ上げた。

「えっ……ああっ」

　ぴゅっ、と秘裂から何かが吹き出した。

「ひあっ……ああっ……」

「すごい……感じすぎ……」

「んっ……んんっ」

　クリトリスを潰すようにして擦られると、ありえないほどの愛液が染み出してくる。

「指だけで達いきそう？」

「あっ……っ……ううっ……」

「そんなに可愛く喘いで……もっとして欲しい？」

　悪魔のように意地悪な声で囁かれ、梢はこくこくと頷いた。

「ここかな？」

　クリトリスの包皮が剥かれる。

「ひあ……あっ……はぁ……んっ」

「それともここ？」

　ぬめぬめした表面をいじられる。

「くっ……んんんっ」

　気持ちがいい。体が内側から蕩けていきそうだ。

　来島は花びらを合わせるようにいじりながら、梢の首筋に舌を這わせた。

「こんなにとろとろになって……これ以上したら、どうなるんだろうな」

「や……もう……」

「そうだよな。指だけじゃもの足りないよな」

　卑猥な水音が部屋中に響く。

　来島は梢の膝を立たせ、剥き出しになった秘裂に舌を這わせた。

「あああっ……」

　舌の面を使って、広範囲を舐めあげる。

　凄まじい快感が全身を貫き、梢はあられもなく身悶えた。

　条件反射で膝を閉じ合わせようとするが、来島がそれを許さない。

　太ももの裏に両手をあてがわれ、今以上に角度をつけて開かれる。

「ひあっ……ああん」

　蜜液が彼の唇の中に吸い取られていく。気持ちがよくてたまらなくて、子宮が激しく収縮する。

「俺の、すごく固くなってる……いつもより太いかも。それでも、ちゃんと受け入れてもらわないとな。そうだ、もう少しほぐしとこう」

　時折顔をあげて、卑猥な言葉を口走りながら、来島は丹念な愛撫を続けている。

　肉襞をベロベロと舐められ、舌先を蜜壺の中に挿入される。

「ああ……ああ」

　梢の片手は空中を掴み、反対の手はシーツをぎゅっと握りしめる。

　彼にあちこちを舐められて、熱い吐息が止まらない。

　子宮が充血するのがわかる。

「一度達いっとく？」

　来島が尋ねる。

　答える間もなく花の蜜を吸われ、激しい歓喜が体を貫く。

「あああっ……」

　頭の中が恍惚として、下腹が激しく痙攣する。花びらが熱を帯びてぱっくりと開き、頭の中が白くなる。

「お願い……もう……焦らさないで」

　梢は必死になって訴えた。

　舌の愛撫も巧みな指の動きも、全てが心地よい。しかしもっと欲しいものがある。

　体の中心を太くてたくましいもので貫いて、何もかもわからなくして欲しい。

「容赦しないぞ」

　来島は梢の右手を己のものへと導いた。

「大きい……」

　ため息混じりにそうつぶやけば、来島はそれを握らせたまま、ゆっくりとしごかせた。

　薄い皮が上下するのがわかる。

「……いいな」

　来島がいかにも気持ちよさそうにつぶやいた。

　先走りの汁が増えていく。

　手のひらにねっとりとした感触が広がっていく。

　もともと太く育っていたものが、さらに質量を増していく。

「よし」

　屹立から手のひらを外すと、来島は梢の足を極限まで開いた。

　開ききった蜜壺に、たけったものが入れられる。それは一気に根元まで挿入され最奥を抉った。

「あっ……ああ」

「ああ、君の中はよく締まる。すぐに達ってしまいそうだ」

　ひときわ大きなため息を吐くと、来島は満足気に腰を引いた。

「ひあっ……ああん」

　角度をつけてまた貫かれる。

　激しいピストン運動に翻弄され、梢は艶めかしく腰を揺らした。

「あっ……ああっ……うう……」

　彼のものが奥にあたって、本当に気持ちがいい。

　彼の汗がぽたぽたと肌の上に落ちてきた。

　腰と腰がぶつかりあう音が、部屋中に響く。えもいえぬ快感にすすり泣きながら、梢は彼の背中にしがみついた。

「うう……ん」

　梢の中で彼のものは太く大きくなっていく。

　つながったまま両手を引かれた。

　来島はベッドの上にあぐらを組み、梢の腰を両手で挟むと、屹立に落とすようなジェスチャーをした。

「くっ……おぅ……はっ……あう……うぁ……」

　下から突き上げるような悦楽の嵐に、梢は獣のような喘ぎ声を立てる。

　彼の先端が梢の内奥を思うさま貫く。

　この角度から挿入されると、目眩がしそうなほどの陶酔に苛まれる。

　肉筒から大量の粘膜がこそぎ落とされ、快感の波は次第にのぼり詰めていく。

「ああ……もう……だめ……達く……」

「もう少し我慢して」

「無理……！」

「無理でも、我慢だ」

　どうして来島はこんなことを言うのだろう。

　それでも梢は唇を噛み締めながら、必死に押し寄せる快感を宥めようとした。

　ずぼりと抜かれ、また突き上げられる。

　梢の目尻は、官能に赤く染まり、秘裂からはいやらしい匂いのする蜜が、絶え間なく流れる。

　来島は屹立を一度抜き、赤らんだ体をくるりと反転させた。

　うつぶせにした状態で、腰を引き上げ、獣のようなポーズをとらせる。

「や……はぁ……んんっ」

　あまりにも恥ずかしすぎる状態に、梢はシーツに顔を伏せ、いやいやと首をふった。

「恥ずかしいところが丸見えだ」

　からかうような声が背後からかけられる。

　そして角度をつけて挿入された。

「あっ……あん」

　凄まじい快感が、つながった箇所から脳天に向けて、駆け抜けていく。

「いやらしい声……そんなに気持ちがいい？」

「ああ……ああ……」

　容赦のない律動が繰り返され、梢の内部はとろとろに蕩けていく。

　体が蜜の塊になってしまったような気がする。

　肉びらが男の形に広がって、めくれ上がる。

　梢の中は、みっしりとした質量に蹂躙され、淫らな蠕動ぜんどうを始めている。

　これ以上されたら、壊れてしまう。

「うう……」

　梢は泣きながら、シーツの上に崩れ落ちた。

　ずるりと彼のものが抜け落ちる。

　再び体が反転させられ、今度は正常位で貫かれた。

　大きな手のひらが、せわしなく汗の浮いた乳房を揉みこむ。

「あ……っふ……く……うう」

　彼の瞳の中に自分の顔が写っている。

　とろんとした表情だ。

　この上なく気持ちよさそうで、この上なく幸せそうな自分の顔に羞恥心がこみ上げる。

　こんな無防備な顔を、さっきからずっとこの人に見せていたのか。

　唇が重なる。舌が口の中に押し入ってきた。

　それと同時に秘裂にも屹立が挿入される。

　舌と舌を絡ませあい、激しい律動に腰をふって応える。

　あまりにもはしたない行為に、クラクラする。

　両足は極限まで開かれて、がしがしと強く腰を打ちつけられる。

　男の手のひらの中で、乳房が様々な形に変わる。全身が汗をかき、快感は止まることがない。

「君が好きだ。絶対に離さない」

「あっ……私も……好き……大好き」

　手と手が握りあわされた。

「一緒に達いこう」

「あっ……あ」

　腰使いが激しくなり、ぴん、と爪先が反り返る。

　生暖かいものが肉筒に撒き散らされ、来島の眉間に皺がよる。

「くっ」

　来島が低く呻く。二人は同時に達していた。

　はぁはぁと荒い息を吐きながら、今日、何度目かの唇を結び合わせる。

　深い幸福感に包まれて、梢は大きく息を吸う。

　来島は目を細めて梢を見つめ、囁きかけてきた。

「下の名前で呼んでくれる？　まだ一度も呼んでくれたことがないだろう」

「敬三さん」

　間髪入れずにそう言った。

「……少しはためらうかと思った」

　来島は驚いたように目を丸くする。

「心の中で何度も呼んでいましたから」

　梢は恥じらいながらそう告げた。

　来島は嬉しそうに笑って……。

　再びキスをするために顔を近づけてきた。
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